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「
宇
文
述
墓
誌
」
と

『
階
書
』
宇
文
述
伝

ー
墓
誌
と
正
史
の
宇
文
述
像
を
め
ぐ
っ
て
ー

会
　
田
　
大
　
輔

要
旨
　
階
の
蝪
帝
は
、
『
階
書
』
に
そ
の
暴
政
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
暴
君
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
晴
書
』
が
場
帝
の
暴
政
を
強
調
し
て
い
る
．

こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
場
帝
期
の
再
検
討
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
政
治
史
に
つ
い
て
い
え
ば
、
場
帝
期
に
南
朝
系
や
北
斉
系
官
僚
が

進
出
し
、
脱
北
周
化
・
武
人
抑
圧
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
蝪
帝
期
に
政
務
を
と
っ
た
五
人
の
寵
臣
（
五
貴
）
の
う
ち
、
北
周
系
・
胡
族
系
武
人
で
あ
る
の
は
宇
文
述
の
み
で
あ
る
。
彼
は
文
帝
期
に
楊
広
（
後
の
暢
帝
）
の
，

立
太
子
を
図
り
、
そ
の
即
位
後
、
厚
く
信
任
さ
れ
て
政
務
を
と
っ
た
。
『
階
書
』
は
腐
敗
し
た
侵
臣
と
い
う
宇
文
述
像
を
描
い
て
い
る
が
、
北
周
系
・
胡
族
系
武
人
で
あ

り
な
が
ら
、
一
貫
し
て
政
治
の
中
心
に
位
置
し
た
宇
文
述
を
単
な
る
倭
臣
と
み
な
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
宇
文
述
の
事
績
を
知
る
た
め
に
は
、
唐
朝
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
晴
書
』
（
六
三
六
完
成
）
の
記
述
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
唐

の
武
徳
八
年
（
六
二
五
）
に
作
ら
れ
た
「
宇
文
述
墓
誌
」
が
発
見
さ
れ
、
正
史
の
記
述
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
宇
文
述
の
政
治
的
位
置
を
再
検
討
す
る
基
礎
作
業
と
し
て
、
墓
誌
と
『
階
書
』
の
記
述
を
詳
細
に
比
較
し
、
墓
誌
の
宇
文
述
像
を
分
析
し
た
。
そ
．

の
結
果
、
墓
誌
は
宇
文
述
と
蝪
帝
の
関
係
を
薄
く
見
せ
か
け
る
一
方
で
、
彼
の
軍
事
的
功
績
を
強
調
し
、
階
に
忠
誠
を
尽
し
た
名
将
と
い
う
宇
文
述
像
を
描
い
て
い
た
。

墓
誌
に
は
宇
文
述
の
事
績
を
美
化
し
た
形
跡
が
窺
え
、
『
階
書
』
の
宇
文
述
像
の
方
が
実
像
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
墓
誌
に
よ
り
宇
文
述
が
北
周
・
階
初

に
禁
衛
関
係
の
官
職
を
歴
任
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
彼
が
場
帝
期
に
権
勢
を
ふ
る
っ
た
背
景
に
は
、
北
周
以
来
の
禁
衛
に
対
す
る
影
響
力
が
関
係
し
て
い
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
一
宇
文
述
　
揚
帝
　
墓
誌
　
『
階
書
』
　
歴
史
像

（1）
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は
じ
め
に

　
五
八
一
年
に
北
周
の
禅
譲
を
受
け
て
階
を
建
国
し
た
文
帝
は
、
長
く
分
裂
の
続

い
た
中
国
を
再
統
一
し
、
中
央
集
権
化
と
皇
帝
権
強
化
を
推
進
し
、
諸
制
度
を
整

え
た
。
一
方
、
文
帝
の
後
を
継
い
だ
場
帝
は
、
正
史
の
記
述
に
よ
っ
て
「
暴
政
」

を
行
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
『
階
書
』
が
蝪
帝
の
「
暴
政
」
を
強

調
し
て
い
る
こ
と
は
、
布
目
潮
楓
氏
や
ア
ー
サ
ー
・
F
・
ラ
イ
ト
氏
な
ど
が
指
摘

　
　
　
　
ユ
　

し
て
お
り
、
近
年
で
は
場
帝
期
の
諸
制
度
の
再
検
討
が
本
格
的
に
進
あ
ら
れ
て
い

麗
・
政
治
史
に
つ
い
て
い
え
ば
・
蝪
帝
に
信
任
さ
れ
て
政
務
を
と
・
た
「
五
貴
」

（
宇
文
述
・
蘇
威
・
斐
矩
・
斐
蕊
・
虞
世
基
）
の
う
ち
、
三
名
（
斐
矩
・
斐
蕊
・

虞
世
基
）
が
北
斉
系
・
南
朝
系
で
あ
っ
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
場
帝
期

に
南
朝
系
や
北
斉
系
官
僚
の
進
出
が
見
ら
れ
、
脱
北
周
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
内
田
昌
功
氏
は
、
揚
帝
期
に
人
事
面
で
の
武
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

抑
圧
政
策
が
と
ら
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
場
帝
期
の
「
五
貴
」
に
つ
い
て
は
、
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

藤
誠
浩
氏
が
「
朋
党
」
政
治
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　
こ
の
蝪
帝
期
に
政
務
を
と
っ
た
「
五
貴
」
の
う
ち
、
北
周
系
且
つ
胡
族
系
武
人

で
あ
る
の
は
宇
文
述
の
み
で
あ
る
。
宇
文
述
は
、
北
周
の
功
臣
で
あ
っ
た
宇
文
盛

の
子
で
、
北
周
末
の
尉
遅
廻
の
乱
鎮
圧
や
階
建
国
後
の
陳
平
定
・
吐
谷
渾
攻
撃
な

ど
に
功
績
を
あ
げ
た
胡
族
系
武
人
で
あ
り
、
『
階
書
』
巻
六
一
と
『
北
史
』
巻
七

九
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
晴
文
帝
期
に
楊
広
（
後
の
場
帝
）
の
皇
太
子
擁
立

を
図
り
、
場
帝
即
位
後
、
左
栩
衛
大
将
軍
に
就
任
し
、
厚
く
信
任
さ
れ
て
政
務
を

と
っ
た
。
正
史
は
宇
文
述
が
贈
賄
に
よ
っ
て
人
事
を
墾
断
し
た
姿
を
描
き
、
論
賛

部
分
で
は
倭
臣
と
評
価
し
て
い
る
。
伊
藤
誠
浩
氏
は
宇
文
述
に
つ
い
て
、
楊
広
の

「
朋
党
」
の
一
員
で
、
場
帝
即
位
後
、
贈
収
賄
を
紐
帯
と
し
て
広
く
朋
党
を
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

し
、
官
吏
の
任
免
に
深
く
関
与
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
衰
剛
氏
は
、
宇
文
述
に
は

宰
相
の
才
が
な
い
上
に
、
品
性
も
卑
し
く
、
場
帝
の
寵
愛
の
も
と
汚
職
に
は
げ
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

朝
政
を
乱
し
た
と
す
る
。

　
し
か
し
、
宇
文
述
を
単
に
場
帝
の
「
朋
党
」
に
出
自
を
持
つ
倭
臣
と
み
な
し
て

し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
脱
北
周
化
・
武
人
抑
圧
政
策
が
と
ら
れ
た
蝪
帝
期

に
あ
っ
て
、
北
周
系
か
つ
胡
族
系
武
人
で
あ
り
な
が
ら
、
一
貫
し
て
政
治
の
中
心

に
位
置
し
、
「
五
貴
」
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
権
勢
を
維
持
し
続
け
た
宇
文
述
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
異
な
存
在
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
宇
文
述
の
事
績
を
知
る
た
め

に
は
、
唐
朝
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
正
史
の
記
述
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ア
ー
サ
i
・
F
・
ラ
イ
ト
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
場
帝
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
寵
臣
で
あ
っ
た
宇
文
述
の
歴
史
像
も
『
階
書
』
中
で
歪
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

可
能
性
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
実
像
に
迫
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
「
宇
文
述
墓
誌
」
が
発
見
さ
れ
、
正
史
の
記
述
を
相
対
化
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
当
然
、
墓
誌
は
墓
主
の
事
績
や
評
価
を
美
化
・
顕
彰

す
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の
取
扱
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
墓
誌
の
記
述
か
ら
、
正
史
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。
「
宇

文
述
墓
誌
」
は
、
唐
の
武
徳
八
年
（
六
二
五
）
に
彼
の
子
の
宇
文
士
及
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
。
『
晴
書
』
の
編
纂
が
貞
観
三
年
（
六
二
九
）
に
開
始
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
に
は
、
『
晴
書
』
編
纂
以
前
の
宇
文
述
像
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
な
る
。
「
宇
文
述
墓
誌
」
と
『
階
書
』
の
描
く
宇
文
述
像
を
比
べ
る
こ

（2）
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と
で
、
宇
文
述
の
実
像
に
迫
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
、
階
代
に
お
け
る
宇
文
述
の
政
治
的
位
置
を
再
検
討
す
る
基
礎
作
業
と

し
て
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
と
『
階
書
』
の
記
述
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
て
、
両
史

料
の
宇
文
述
像
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

一
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
概
要

　
「
宇
文
述
墓
誌
」
（
以
下
、
「
墓
誌
」
と
略
す
）
は
、
二
〇
〇
六
年
、
陳
西
省
威

陽
市
脛
陽
県
雲
陽
鎮
（
唐
代
の
雍
州
雲
陽
県
）
で
発
見
さ
れ
た
。
「
宇
文
述
墓
誌
」

を
紹
介
し
た
賀
華
「
階
《
宇
文
述
墓
誌
》
述
略
」
（
『
碑
林
集
刊
』
＝
二
、
二
〇
〇

八
年
）
に
よ
る
と
、
墓
誌
蓋
・
墓
誌
の
外
形
は
と
も
に
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
七
五
×

七
五
・
五
㎝
で
あ
る
。
墓
誌
蓋
に
は
四
神
が
描
か
れ
て
お
り
、
蓋
頂
部
に
笈
書
で

「
階
故
司
／
徒
宇
文
／
公
墓
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
墓
誌
は
三
九
行
×
一
行
四

〇
字
か
ら
な
り
、
合
計
字
数
は
一
五
二
八
字
で
あ
る
。
四
側
に
十
二
支
が
線
刻
さ

れ
て
い
る
。
『
碑
林
集
刊
』
に
は
録
文
・
拓
本
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
写
真
は
小
さ
く
文
字
が
読
み
取
り
に
く
い
。
幸
い
な
こ
と
に
明
治
大
学
東
ア
ジ

ア
石
刻
文
物
研
究
所
に
「
墓
誌
」
及
び
蓋
の
拓
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
り
録
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
左
に
そ
の
録
文
を
提
示
す
る
。
録
文
の

行
頭
の
数
字
は
碑
の
原
文
の
行
数
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
墓
誌
中
の
文
字
の

入
力
に
は
繁
体
字
を
用
い
た
。
紙
幅
の
関
係
で
全
文
の
訓
読
・
語
釈
の
掲
載
は
見

送
っ
た
。

　
な
お
、
「
墓
誌
」
の
出
典
を
調
査
す
る
と
、
「
墓
誌
」
が
作
成
さ
れ
る
前
年
の
武

徳
七
年
（
六
二
四
）
九
月
に
完
成
し
た
欧
陽
詞
等
撰
『
藝
文
類
聚
』
所
引
の
文
章

（
特
に
巻
四
五
～
五
〇
の
職
官
部
）
を
踏
ま
え
た
表
現
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
墓
誌
」
を
撰
す
る
際
に
『
藝
文
類
聚
』
が
用
い
ら
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
該
当
箇
所
に
網
掛
け
を
し
、
二
一
二
頁
に
「
墓

誌
」
と
『
藝
文
類
聚
』
を
比
較
し
た
表
1
を
付
し
た
。
「
墓
誌
」
に
は
、
撰
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
欧
陽
詞
・
令
狐
徳
棄
・
陳
叔
達
・
斐
矩
な
ど
の
　
（

『
藝
文
類
聚
』
編
纂
関
係
者
が
撰
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
た
め
、
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
【
誌
蓋
】

階
故
司
／
徒
宇
文
／
公
墓
誌

　
【
銘
文
】

01

@
階
故
司
徒
公
尚
書
令
恭
公
宇
文
公
墓
誌
銘

0203
@
幽
州
刺
史
。
検
行
忠
篤
、
植
根
詳
正
、
立
功
庇
物
、

公
諦
述
、
字
伯
通
、
遼
西
凡
城
人
。
回
閣
有
葛
茂
其
薬
薄
、
圏
油
笈
昭
彰
、
可
略
言
　
。
祖
孤
、
魏
太
保
・

執
徳
居
宗
。
父
盛
、
周
少
師
・
大
宗
伯
・
上
柱
國
、
忠
誠
公
。
和
順
内
凝
、
英
果
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㎜
關
國
道
足
識
全
、
機
能
運
攣
。
干
時
周
室
草
昧
、
懸
魍
宣
力
匪
躬
、
圏
兵
交
剣
戦
無
全
敵
、
勧
義
則
纏
負

國
騨
賛
此
宏
圖
、
剋
成
覇
業
。
藏
騒
鞭
資
紳
秀
氣
、
器
宇
夷
暖
、
風
度
閑
墨
。
通
轟
遠
之
識
、
表
自
弱
齢
、
欄
翻
劉

囲
後
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
開
園
麟
圃
嘉
善
推
賢
、
居

帝
纂
圖
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
筋
運
簿
、
毎
符
騨
契
。
建
徳
元
年
、
授
左
宮
伯
。

葱
篤
簡
干
帝
心
、
明
允
著
於
所
薇
。
三
年
、
改
授
宮
伯
。
干
時
周
齊
密
蓮
、
團
團
團
征
輩
日
警
。
圏
懸

時
不
題
鱈
、
東
夏
剋
平
、
原
功
甚
愁
。
功
授
大
將
軍
・
瀧
陽
郡
公
。
俄
爲
大
司
衛
。
四
年
、
遷
大
司
御
。
大
象
二
年
、
歴
厭
周
徳
、

鼎
移
階
運
、
尉
週
構
兵
、
擁
擦
潭
溢
。
公
爲
捻
管
、
討
撃
不
庭
、
細
圓
駒
攣
乗
機
。
旗
不
匙
襲
、
鼓
不
停
響
、
兵
無
染
鍔
、

兇
渠
蓋
殖
。
授
上
柱
國
・
褒
國
公
。
階
高
祖
受
命
、
以
公
爲
右
武
衛
將
軍
。
八
年
、
平
陳
。
公
爲
水
軍
総
管
、
與
僕
射
高
穎
捻

統
軍
事
。
國
圏
ー
簸
樹
劉
懲
鐵
風
鰍
鯛
士
卒
忘
水
火
之
難
、
小

團
圏
推
鋒
莫
充
。
薫
巖
弟
兄
、
擦
有
呉
會
。
A
郷
團
威
謀
兼
墨
、
曾
未
挾
旬
、
悉
皆
剋
定
。
功

封
別
子
新
城
郡
公
。
公
弧
副
以
圏
閣
噸
劇
蒸
愈
約
、
道
濟
麟
其
年
授
安
州
捻
管
、
俄
遷
壽
州
捻

管
。
杖
清
静
以
臨
民
、
施
仁
謝
納
物
慧
閣
團
澱
、
藤
翻
圏
飯
居
構
治
、
所
玄
見
思
。
高
祖
以
公
門
傳
鍾

鼎
、
世
功
喜
緑
、
費
時
偉
器
、
團
ー
引
居
戚
属
、
隙
以
腹
心
、
公
主
董
降
、
皐
媛
公
子
。
十
九
年
、

獺
猿
放
命
、
音
王
北
討
。
公
爲
長
史
、
曝
武
乗
邊
、
申
劉
計
如
投
水
、
思
若
蒋
規
、
嚴
鼓
裁
通
、
兇
醜
潰
散
。
仁
壽
元
年
、

爲
左
衛
率
。
東
儲
寄
深
、
故
有
斯
授
。
場
帝
嗣
業
、
深
相
任
委
。
公
運
用
無
方
、
動
擬
群
會
、
外
身
存
國
、
社
稜
爲
憂
。
績
茂
登

朝
、
徳
孚
民
讐
。
渾
境
逆
命
、
爲
歳
巳
海
、
鐵
勒
契
弊
、
逓
相
揺
蕩
。
《
隣
灘
　
一
時
款
服
、
腰
鷹
威
稻
茂
遂
。
其
年
、

授
開
府
儀
同
三
司
。
此
職
巫
日
魏
以
來
、
奮
同
塊
鉱
、
周
陪
改
貿
、
官
失
其
序
。
今
之
所
除
、
圏
公
與
齊
王
特
隆
此

命
、
朝
野
榮
之
。
有
頃
授
左
栩
衛
大
將
軍
。
錐
職
参
戎
寄
、
任
綜
時
機
、
出
内
敷
納
、
容
度
政
事
。
六
年
、
江
都
疑
習
水
戦
、
勅

公
検
校
、
弘
飼
連
舳
、
巨
艦
接
櫨
、
結
楓
浮
川
、
習
流
孚
驚
。
胡
人
観
者
、
喪
精
奪
魂
。
揚
帝
征
遼
、
出
師
之
盛
、
九
軍
失
御
、
多

見
論
没
。
公
統
率
有
方
、
全
師
反
旛
。
十
一
年
、
突
厭
可
汗
親
勒
兵
衆
、
攻
園
雁
門
、
鳴
鏑
叩
鞍
、
少
選
無
轍
。
場
帝
嬰
城
自

守
、
慮
不
圖
全
。
公
策
自
幻
襟
、
奇
正
脩
忽
、
賊
謂
紳
兵
、
擁
徒
北
走
。
遺
種
遠
跡
、
萬
里
無
燗
、
願
懸
ー

　
　
　
　
　
　
ー
r
著
於
綺
歳
。
小
善
靡
失
、

　
　
ー
輪
徳
必
從
、
訓
義
於
物
、
復
禮
子
己

雲
虚
景
曖
、
岳
秀
川
淳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
0
ー
内
乗
世
載
之
芳
流
、
挺
當
盤
之
殊
量
　
　
　
　
…

引
公
居
臥
内
。
正
荷
不
毅
、
　
　
　
　
　
　
ー
　
f
　
…
　
－
　
i
諌
而
不
犯
、
出
則
勤
功
、
入
能
替

（4）
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39　　38　　37　　36　　35　　34　　33　　32　　31　　30　　29　　28　　27　　26

園
罐
政
教
凌
夷
、
　
啓
沃
亟
陳
、
無
救
傾
設
、
固
主
之
心
、
終
始
若
一
。
勤
松
彰
於
歳
寒
、
貞

臣
見
於
國
危
、
公
之
謂
　
。
圃
圏
身
随
化
往
。
以
階
大
業
十
三
年
九
月
廿
一
日
琵
於
江
都
。
時
年
七
十
一
。
蝪
帝

震
悼
、
撹
涕
久
之
、
不
坐
朝
者
三
日
。
贈
司
徒
公
・
尚
書
令
・
十
郡
太
守
・
班
剣
冊
人
・
輻
鯨
車
・
前
後
部
羽
藻
鼓
吹
。
喪
事
所

須
、
随
由
資
給
。
　
大
唐
握
鏡
、
極
溺
救
焚
、
濡
足
授
手
、
識
濟
多
難
、
四
海
有
載
、
天
下
文
明
、
惟
蕾
之
懐
、
當
戻
興
念
。
追
贈

司
空
公
・
上
柱
國
・
許
國
公
。
詮
日
恭
公
。
以
武
徳
八
年
十
月
十
二
日
永
窪
干
雍
州
雲
陽
縣
善
慮
郷
塞
通
里
山
、
禮
也
。

惟
公
忠
孝
君
親
、
信
譲
僚
友
。
碗
瑛
懐
抱
、
翻
閣
圏
閥
縢
團
團
賞
不
鱈
親
、
刑
不
濫
疏
（
爲
政
以
恵
、
導
畏

團
運
奇
鞠
旅
、
勤
業
必
融
、
論
治
纏
邦
、
無
微
不
暢
。
他
人
之
善
、
若
己
有
之
、
人
玩
其
華
、
公
騰
其
實
。
　
．
遽
無
異
言
、
遠

圏
身
没
名
助
、
功
成
　
顯
、
固
可
以
方
駕
五
臣
、
齊
鑛
八
凱
。
嗣
子
士
及
、
天
策
府
長
史
・
中
書
侍
郎
・
上
柱
國
・
郵
國

公
。
負
荷
折
薪
、
克
隆
堂
構
、
泣
風
樹
而
長
號
、
催
丹
青
之
歌
滅
。
敢
陳
實
録
、
式
題
幽
礎
。
乃
爲
銘
云
、

遠
夷
昌
意
、
慶
積
源
長
、
蒸
哉
祖
武
、
團
建
國
命
氏
、
喜
録
其
昌
、
乃
祖
乃
父
、
芝
薄
恵
芳
。
任
切
阿
保
、
杖
惟
鷹
揚
、

経
給
覇
業
、
鳳
圏
君
公
世
濟
、
圏
才
構
茂
異
、
行
表
温
良
。
孝
偉
曾
閏
、
悌
擬
汎
姜
、
麟
圏
團

族
弓
笠
仕
、
観
國
來
賓
、
戎
軒
肇
　
、
圏
濟
功
夷
難
、
慮
以
下
人
、
圓
抱
懇
懐
眞
。
心
辮
治
規
、
識
通
時
賛
、

出
内
謀
猷
、
宴
惟
國
幹
。
榮
追
三
事
、
名
参
十
齪
、
衰
服
虚
陳
、
蜜
章
空
設
。
大
命
近
止
、
玄
周
遽
閑
、
朧
月
俳
徊
、
山
風
騒
屑
。

厚
夜
方
除
、
幽
鉦
永
滅
、
圏
徳
音
無
紀
。

二
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
か
ら
み
た
宇
文
氏
の
出
自
認
識

　
で
は
「
墓
誌
」
の
録
文
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ま
ず
、
「
墓
誌
」
の
冒
頭
に
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

る
本
貫
地
・
祖
先
伝
説
を
分
析
し
、
そ
の
出
自
認
識
を
見
て
い
き
た
い
。
正
史
に

お
け
る
宇
文
述
一
族
の
本
貫
地
・
祖
先
伝
説
を
見
る
と
、
宇
文
述
の
父
宇
文
盛
の

列
伝
（
『
周
書
』
巻
二
九
・
宇
文
盛
伝
）
で
は
、
そ
の
本
貫
を
「
代
人
」
と
す
る

の
み
で
あ
り
、
祖
先
伝
説
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
、
『
階
書
』
巻
六
一
・

宇
文
述
伝
（
以
下
、
本
伝
と
略
す
）
に
は
、

　
　
宇
文
述
、
字
伯
通
、
代
郡
武
川
人
也
。
本
姓
破
野
頭
、
役
囑
鮮
卑
倹
豆
飼
、

　
　
後
從
其
主
爲
宇
文
氏
。

　
　
宇
文
述
、
字
は
伯
通
、
代
郡
武
川
の
人
な
り
。
本
姓
は
破
野
頭
、
鮮
卑
の
侯

　
　
豆
蹄
に
役
属
し
、
後
其
の
主
に
從
い
宇
文
氏
と
爲
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

と
あ
り
、
本
貫
を
「
代
郡
武
川
人
」
と
し
、
元
々
は
旬
奴
の
破
野
頭
出
身
で
、
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

卑
の
宇
文
倹
豆
蹄
（
北
周
宗
室
の
先
祖
）
に
従
い
、
宇
文
に
改
姓
し
た
と
す
る
。

（5）
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こ
の
記
述
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
李
密
は
宇
文
述
の
子
化
及
の
軍
勢
と
衝
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

し
た
際
に
、
彼
を
「
破
野
頭
」
と
罵
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
宇
文
盛
・

述
一
族
は
、
正
史
編
纂
が
行
わ
れ
た
貞
観
年
間
に
は
、
旬
奴
の
破
野
頭
出
身
で
、

北
周
宗
室
の
宇
文
氏
と
は
、
血
縁
関
係
に
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

範
・　

『
周
書
』
・
『
階
書
』
・
『
北
史
』
が
宇
文
盛
・
述
の
本
貫
を
「
代
人
」
・
「
代
郡
武

川
人
」
と
し
て
い
る
の
は
、
宇
文
盛
の
一
族
が
北
鎮
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
『
周
書
』
宇
文
盛
伝
に
は
「
曾
祖
伊
與
敦
・

祖
長
壽
・
父
文
孤
、
蚊
爲
沃
野
鎭
軍
主
」
と
あ
り
、
宇
文
盛
の
父
祖
は
代
北
に
設

置
さ
れ
た
沃
野
鎮
の
下
級
指
揮
官
を
つ
と
め
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
宇
文
述
の
子

士
及
の
本
貫
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
六
三
と
『
新
唐
書
』
巻
一
〇
〇
の
本
伝
で
は

「
雍
州
（
京
兆
）
長
安
人
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
晴
唐
代
に
入
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
文
氏
が
長
安
に
定
住
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
の
「
墓
誌
」
に
目
を
転
ず
る
と
、
宇
文
述
の
本
貫
は
「
遼
西
凡
城
人
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
「
遼
西
郡
」
は
北
魏
の
平
州
下
の
郡
で
あ
り
、
「
凡
城
」
は
三
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

時
代
か
ら
十
六
国
時
代
に
か
け
て
平
州
盧
龍
の
東
に
あ
っ
た
城
で
あ
る
。
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

期
、
胡
族
が
漢
族
の
本
貫
に
仮
託
す
る
事
例
は
多
い
が
、
「
遼
西
凡
城
」
を
本
貫

と
す
る
漢
族
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
体
何
故
、
「
墓
誌
」
は
、
「
遼
西
凡
城
」
を

本
貫
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
北
周
宗
室
宇
文
氏
の
本
貫
地
を
確
認
し
た
い
。
『
周
書
』
巻
一
・
文

帝
紀
上
は
、
宇
文
泰
の
本
貫
を
「
代
武
川
人
」
と
し
て
い
る
が
、
先
祖
の
宇
文
莫

那
は
陰
山
か
ら
南
下
し
、
遼
西
に
居
住
し
た
と
す
る
。
次
に
、
宇
文
泰
の
子
の
宇

文
憲
の
神
道
碑
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
本
貫
は
「
恒
州
武
川
人
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
先
祖
は
西
晋
時
代
に
黄
龍
（
北
魏
の
螢
州
）
に
割
拠
し
て
い
た
（
「
擦
有
黄

　
　
　
　
　
お
　

龍
」
）
と
す
る
。
以
上
の
史
料
か
ら
、
北
周
か
ら
晴
唐
時
代
に
か
け
て
、
北
周
宗

室
宇
文
氏
の
先
祖
は
遼
西
に
割
拠
し
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
認
識
と
「
遼
西
凡
城
」
を
本
貫
と
す
る
「
墓
誌
」
の
記
述
と
の
間
に
は
、
何
ら

か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
「
墓
誌
」
の
祖
先
伝
説
を
見
て
い
こ
う
。
「
墓
誌
」
の
二
行
目
に
は
、

　
　
昌
意
導
其
洪
源
、
有
葛
茂
其
薬
薄
、
基
構
輪
奥
、
油
笈
昭
彰
、
可
略
言
　
。

　
　
昌
意
は
其
の
洪
源
を
導
き
、
有
葛
は
其
の
薬
薄
を
茂
ん
に
し
、
基
構
（
勢
力
）

　
　
は
輪
奥
（
壮
大
美
麗
）
に
し
て
、
油
筆
（
書
籍
・
史
書
）
に
昭
彰
た
る
こ
と
、

　
　
略
し
て
言
う
べ
し
。

と
あ
り
、
そ
の
先
祖
に
昌
意
・
有
葛
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
昌
意
は
、
黄
帝
の
子

で
、
顎
項
の
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
多
く
の
胡
族
が
彼
を
始
祖
と
し
て
い
る
。

『
周
書
』
文
帝
紀
上
で
は
宇
文
氏
の
始
祖
を
炎
帝
神
農
氏
と
す
る
が
、
園
田
俊
介

氏
は
始
祖
を
黄
帝
と
明
記
す
る
宇
文
氏
の
石
刻
史
料
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
宇
文
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

の
祖
先
伝
説
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宇
文
泰
の
遠

　
　
　
　
　
　
　
の
　

縁
の
宇
文
顕
の
墓
誌
に
は
、

　
　
自
大
霧
浮
河
、
長
虹
映
渚
、
基
源
於
若
水
、
纂
系
於
蒼
林
。

　
　
大
霧
河
に
浮
び
、
長
虹
渚
に
映
り
て
よ
り
、
源
を
若
水
に
基
き
、
系
を
蒼
林

　
　
に
纂
ぐ
。

と
あ
る
。
「
大
霧
浮
河
」
は
、
黄
帝
の
時
代
に
濃
霧
が
発
生
し
、
洛
水
か
ら
河
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

が
出
現
し
た
と
い
う
故
事
を
指
し
、
「
長
虹
映
渚
」
は
、
虹
の
よ
う
に
大
き
な
星

（6）



「宇文述墓誌」と『階書』宇文述伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

が
華
渚
に
流
れ
、
黄
帝
の
妻
が
少
昊
を
生
ん
だ
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

ま
た
、
「
若
水
」
は
昌
意
が
生
ま
れ
た
地
で
あ
り
、
「
蒼
林
」
は
黄
帝
の
子
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
宇
文
顕
墓
誌
」
の
祖
先
伝
説
は
、
黄
帝
・
昌
意
に
関
係
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
園
田
氏
の
指
摘
し
た
と
お
り
、
北
周
時
代
に
宇
文
氏
が
黄
帝
・
昌
意

を
始
祖
と
し
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
昌
意

を
始
祖
と
す
る
点
で
、
「
墓
誌
」
と
北
周
宗
室
の
祖
先
伝
説
は
一
致
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
「
墓
誌
」
で
は
昌
意
の
次
に
「
有
葛
」
が
登
場
す
る
。
宇
文
氏
の
祖
先
伝
説
に

関
わ
る
人
物
で
「
葛
」
の
字
が
つ
く
人
物
は
、
『
周
書
』
文
帝
紀
上
に
登
場
す
る

北
周
宗
室
の
先
祖
の
「
葛
烏
菟
」
以
外
見
ら
れ
な
い
。
『
周
書
』
文
帝
紀
上
に
は
、

　
　
有
葛
鳥
菟
者
、
雄
武
多
算
略
、
鮮
卑
慕
之
、
奉
以
爲
主
。
遂
総
十
二
部
落
、

　
　
世
爲
大
人
。

　
　
葛
鳥
菟
な
る
者
有
り
、
雄
武
に
し
て
算
略
多
し
、
鮮
卑
之
を
慕
い
、
奉
じ
て

　
　
以
て
主
と
爲
す
。
遂
に
十
二
部
落
を
練
べ
、
世
よ
大
人
と
爲
る
。

と
あ
る
。
「
葛
烏
菟
」
は
、
『
周
書
』
文
帝
紀
上
の
祖
先
伝
説
の
中
で
、
炎
帝
の
次

に
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
事
実
上
の
始
祖
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ

る
。
「
墓
誌
」
に
見
え
る
「
有
葛
」
は
、
こ
の
「
葛
鳥
菟
」
を
指
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
「
墓
誌
」
の
本
貫
・
祖
先
伝
説
が
正
史
の
記
述
と
異
な
る
事
を
確
認
し

た
後
、
「
墓
誌
」
と
北
周
宗
室
宇
文
氏
の
本
貫
・
祖
先
伝
説
を
比
較
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
北
周
宗
室
宇
文
氏
と
血
縁
関
係
に
な
い
宇
文
述
の
墓
誌
が
、
北
周
宗

室
と
同
じ
く
「
昌
意
」
・
「
有
葛
（
葛
鳥
菟
）
」
を
先
祖
と
し
、
本
貫
を
北
周
宗
室

の
先
祖
が
勢
力
を
張
っ
た
「
遼
西
」
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
お

そ
ら
く
、
「
墓
誌
」
を
作
成
し
た
宇
文
士
及
は
、
本
貫
や
祖
先
伝
説
の
点
で
宇
文

述
一
族
と
北
周
宗
室
と
の
出
自
を
繋
げ
、
一
族
の
顕
彰
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

罷
。
し
か
し
、
正
史
は
宇
文
述
の
先
祖
が
幻
奴
の
破
野
頭
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
を

明
示
し
て
、
宇
文
士
及
の
出
自
認
識
を
反
映
し
て
い
な
い
。

三
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
か
ら
み
た
宇
文
述
像

　
　
1
、
北
周
時
代
の
宇
文
述

　
本
章
で
は
、
北
周
時
代
・
階
文
帝
期
・
階
場
帝
期
ご
と
に
、
「
墓
誌
」
と
本
伝

な
ど
の
正
史
を
比
較
し
、
「
墓
誌
」
の
宇
文
述
像
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
北
周
時
代
の
宇
文
述
像
を
見
て
み
よ
う
。
「
墓
誌
」
は
宇
文
述
の
祖
父
に

つ
い
て
、
「
祖
孤
、
魏
太
保
・
幽
州
刺
史
」
と
す
る
が
、
『
周
書
』
巻
二
九
・
宇
文

盛
伝
は
「
文
孤
、
蚊
爲
沃
野
鎭
軍
主
」
と
す
る
。
正
史
は
贈
官
の
「
太
保
・
幽
州

刺
史
」
を
載
せ
ず
、
「
墓
誌
」
は
「
沃
野
鎮
軍
主
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
載
せ
て
い

な
い
。
次
に
「
墓
誌
」
は
、
父
の
宇
文
盛
が
北
周
建
国
期
の
功
臣
で
あ
り
、
軍
事
・

地
方
官
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
を
記
す
。
な
お
、
「
墓
誌
」
は
宇
文
盛
の
論
を

「
忠
誠
公
」
と
す
る
が
、
正
史
に
は
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
正
史
に
見
え
る
宇
文

盛
の
封
爵
「
忠
城
郡
公
」
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
父
盛
、
周
少
師
・
大
宗
伯
・
上
柱
國
、
忠
誠
公
。
…
…
干
時
周
室
草
昧
、
國

　
　
歩
権
輿
、
宣
力
匪
躬
、
締
構
王
業
。
兵
交
則
戦
無
全
敵
、
勧
義
則
綴
負
雲
至
。

　
　
賛
此
宏
圖
、
剋
成
覇
業
。

　
　
父
は
盛
、
周
の
少
師
・
大
宗
伯
・
上
柱
國
・
忠
誠
公
。
…
…
時
に
周
室
草
昧

（7）



会田　大輔

　
　
（
創
建
時
）
に
し
て
、
國
歩
権
輿
（
国
の
は
じ
め
）
た
り
、
宣
力
（
尽
力
）

　
　
匪
躬
し
（
我
が
身
を
顧
み
な
い
）
、
王
業
を
締
構
す
。
兵
交
れ
ば
則
ち
戦
い

　
　
て
全
敵
無
く
、
義
を
勧
む
れ
ば
則
ち
繹
負
雲
至
す
。
此
の
宏
圖
を
賛
し
、
剋

　
　
く
覇
業
を
成
す
。
（
「
墓
誌
」
三
～
五
行
目
）

　
「
墓
誌
」
が
宇
文
盛
の
功
績
を
た
た
え
て
い
る
の
に
対
し
、
『
周
書
』
宇
文
盛
伝

は
、
宇
文
盛
の
官
歴
・
事
績
を
列
挙
す
る
の
み
で
あ
り
、
『
北
史
』
巻
六
六
に
至
っ

て
は
、
宇
文
盛
に
は
大
し
た
事
績
が
無
い
た
め
、
立
伝
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
蕾
史
有
代
人
宇
文
盛
、
字
保
興
、
以
武
毅
顯
。
盛
弟
丘
、
字
胡
奴
、
盛
子
述
、

　
　
位
柱
國
、
並
有
傳
。
然
事
無
足
可
紀
。
盛
見
子
述
傳
首
、
丘
略
之
云
。

　
　
奮
史
に
代
人
宇
文
盛
有
り
、
字
は
保
興
、
武
毅
を
以
て
顯
わ
る
。
盛
の
弟
は

　
　
丘
、
字
は
胡
奴
、
盛
の
子
は
述
、
位
は
柱
國
、
並
び
に
傳
有
り
。
然
れ
ど
も

　
　
事
は
紀
す
べ
き
に
足
る
も
の
無
し
。
盛
、
子
の
述
の
傳
首
に
見
え
、
丘
は
之

　
　
を
略
す
。
（
『
北
史
』
巻
六
六
・
論
）

こ
の
よ
う
に
、
宇
文
盛
に
つ
い
て
は
、
「
墓
誌
」
の
み
な
ら
ず
、
『
周
書
』
と
『
北

史
』
の
間
で
も
、
そ
の
記
述
に
温
度
差
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
宇
文
盛
は
、
宇

文
泰
に
従
っ
て
功
績
を
立
て
、
宇
文
泰
没
後
は
、
北
周
の
実
権
を
握
っ
た
宇
文
護

に
協
力
し
て
大
将
軍
に
就
任
し
、
保
定
四
年
（
五
六
四
）
に
は
柱
国
を
拝
受
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

「
十
二
大
将
軍
」
ク
ラ
ス
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
天
和
五
年

（
五
七
〇
）
に
大
宗
伯
（
春
官
の
長
官
）
、
建
徳
二
年
（
五
七
三
）
に
少
師
（
三
孤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
ま
た
、
宇
文
盛
の
弟
の
丘
も
保
定
・
天

和
年
間
に
、
左
宮
伯
・
延
州
総
管
・
涼
州
総
管
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
宇
文
盛
・

丘
の
経
歴
か
ら
、
彼
ら
が
北
周
の
有
力
胡
族
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

砲
・　

父
祖
の
記
述
に
続
け
て
、
「
墓
誌
」
は
、
宇
文
述
の
優
れ
た
資
質
・
徳
行
を
述

べ
、
北
周
に
お
け
る
宇
文
述
の
官
歴
・
事
績
を
記
す
。

　
　
繹
褐
開
府
儀
同
三
司
、
傍
領
周
家
宰
親
信
。
周
武
帝
纂
圖
、
引
公
居
臥
内
。

　
　
正
而
不
毅
、
諌
而
不
犯
、
出
則
勤
功
、
入
能
替
否
。
…
…
建
徳
元
年
、
授
左

　
　
宮
伯
。
忠
篤
簡
干
帝
心
、
明
允
著
於
所
苺
。
三
年
、
改
授
宮
伯
。
干
時
周
齊

　
　
密
逡
、
峰
候
相
望
、
…
…
東
夏
剋
平
、
廠
功
甚
愁
。
功
授
大
將
軍
・
漢
陽
郡

　
　
公
。
俄
爲
大
司
衛
。
四
年
、
遷
大
司
御
。

　
　
開
府
儀
同
三
司
に
繹
褐
し
、
伍
り
て
周
家
宰
親
信
を
領
す
。
周
武
帝
圖
を
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け

　
　
ぐ
や
、
公
を
引
き
て
臥
内
に
居
ら
し
む
。
正
し
て
毅
か
ら
ず
（
正
直
だ
が
傲

　
　
慢
で
は
な
い
）
、
諌
め
て
犯
さ
ず
（
諌
言
し
て
も
分
を
わ
き
ま
え
る
）
、
出
で

　
　
れ
ば
則
ち
功
に
勤
め
、
入
り
て
は
能
く
替
否
す
（
諌
め
て
過
ち
を
正
す
）
。
頃
：
：

　
　
建
徳
元
年
（
五
七
二
）
、
左
宮
伯
を
授
け
ら
る
。
忠
篤
た
る
こ
と
帝
心
に
簡

　
　
ば
れ
、
明
允
た
る
こ
と
薇
む
所
に
著
わ
る
。
三
年
（
五
七
四
）
、
改
め
て
宮

　
　
伯
を
授
け
ら
る
。
時
に
周
齊
密
遍
に
し
て
、
峰
候
相
い
望
み
、
…
…
東
夏

　
　
（
北
斉
）
剋
平
し
、
蕨
の
功
甚
だ
懸
ん
な
り
。
功
も
て
大
將
軍
・
漢
陽
郡
公

　
　
を
授
け
ら
る
。
俄
か
に
し
て
大
司
衛
と
爲
る
。
四
年
（
五
七
五
）
、
大
司
御

　
　
に
遷
る
。
（
「
墓
誌
」
七
～
一
〇
行
目
）

　
「
周
家
宰
親
信
」
は
北
周
前
半
期
の
大
家
宰
（
天
官
府
の
長
官
。
丞
相
に
相
当
）

で
あ
っ
た
宇
文
護
の
親
信
（
護
衛
官
）
を
さ
す
。
宇
文
述
が
宇
文
護
の
親
信
と
な
っ

た
こ
と
は
本
伝
に
、

　
　
述
性
恭
謹
沈
密
、
周
大
家
宰
宇
文
護
甚
愛
之
、
以
本
官
領
護
親
信
。

（8）
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述
、
性
は
恭
謹
沈
密
、
周
大
家
宰
宇
文
護
甚
だ
之
を
愛
し
、
本
官
を
以
て
護

　
　
の
親
信
を
領
せ
し
む
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
左
宮
伯
・
宮
伯
・
大
司
衛
・
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

司
御
は
、
い
ず
れ
も
禁
衛
関
係
の
高
官
で
あ
る
。
宇
文
述
が
北
周
時
代
に
一
貫
し

て
、
禁
衛
関
係
の
官
職
に
就
い
た
背
景
に
は
、
父
の
宇
文
盛
が
、
北
周
に
お
い
て

「
十
二
大
将
軍
」
ク
ラ
ス
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
の
他
に
、
叔
父
の
宇
文
丘

が
禁
衛
の
左
宮
伯
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
な
お
、
本
伝
に

は
、
宇
文
述
が
宮
伯
・
大
司
衛
・
大
司
御
に
就
任
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

左
宮
伯
の
次
に
英
果
中
大
夫
（
職
掌
不
明
。
「
墓
誌
」
に
は
見
え
な
い
）
に
就
任

　
　
　
　
　
ね
　

し
た
と
す
る
。
「
墓
誌
」
と
本
伝
の
北
周
時
の
宇
文
述
の
官
歴
の
違
い
を
示
す
と

左
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
墓
誌
一
開
府
儀
同
三
司
・
周
家
宰
親
信
↓
左
宮
伯
↓
宮
伯
↓
大
司
衛
↓
大
司

　
　
　
　
　
御

　
　
本
伝
　
開
府
儀
同
三
司
・
護
親
信
↓
左
宮
伯
↓
英
果
中
大
夫

　
「
墓
誌
」
に
は
、
宇
文
述
は
宇
文
護
の
親
信
と
な
っ
た
後
、
武
帝
の
側
近
と
な
っ

て
信
任
さ
れ
、
建
徳
元
年
（
五
七
二
）
に
武
帝
が
宇
文
護
を
諌
殺
し
て
親
政
を
開

始
す
る
と
、
禁
衛
の
左
宮
伯
・
宮
伯
な
ど
を
歴
任
し
、
北
斉
進
攻
の
際
に
も
活
躍

し
た
と
あ
る
が
、
本
伝
は
武
帝
と
宇
文
述
の
関
係
を
記
し
て
い
な
い
。
宇
文
述
が

宇
文
護
諌
殺
後
の
建
徳
元
年
に
左
宮
伯
に
就
任
し
、
そ
の
後
も
禁
衛
関
係
の
官
職

を
歴
任
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
「
墓
誌
」
の
い
う
よ
う
に
武
帝
の
親
政

以
前
か
ら
宇
文
述
と
武
帝
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
は
、
武
帝
の
宇
文
護
諌
殺
に
協
力
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
。

　
　
2
、
階
文
帝
期
の
宇
文
述

　
「
墓
誌
」
の
一
〇
～
一
二
行
目
に
は
、
天
命
が
北
周
か
ら
晴
に
移
り
、
そ
の
際

に
発
生
し
た
尉
遅
週
の
反
乱
平
定
に
、
宇
文
述
が
活
躍
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。　

　
大
象
二
年
、
歴
厭
周
徳
、
鼎
移
陪
運
、
尉
週
稻
兵
、
擁
擦
潭
濫
。
公
爲
捻
管
、

　
　
討
撃
不
庭
、
料
敵
制
勝
、
騎
攣
乗
機
。
…
…
授
上
柱
國
・
褒
國
公
。
階
高
祖

　
　
受
命
、
以
公
爲
右
武
衛
將
軍
。

　
　
大
象
二
年
（
五
八
〇
）
、
歴
は
周
徳
を
厭
い
、
鼎
は
晴
運
に
移
ら
ん
と
す
る

　
　
や
、
尉
週
兵
を
構
し
、
潭
溢
に
擁
擦
す
。
公
、
捻
管
と
爲
り
、
不
庭
（
朝
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

　
　
に
服
さ
な
い
者
）
を
討
撃
し
、
敵
を
料
り
勝
を
制
し
、
憂
に
駒
せ
機
に
乗
ず
。
　
（

　
　
…
…
上
柱
國
・
褒
國
公
を
授
け
ら
る
。
晴
高
祖
受
命
し
、
公
を
以
て
右
武
衛

　
　
將
軍
と
爲
す
。

こ
の
時
の
具
体
的
な
戦
闘
の
様
子
は
本
伝
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
本
伝
と
「
墓
誌
」

の
記
述
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、
晴
建
国
後
に
就
任
し
た
官
職
に
つ
い
て
、
本
伝

が
右
衛
大
将
軍
（
正
三
品
）
と
す
る
の
に
対
し
、
「
墓
誌
」
は
右
武
衛
将
軍
（
従

三
品
）
と
す
る
。
右
武
衛
将
軍
は
外
軍
の
宿
衛
を
掌
る
右
武
衛
大
将
軍
の
部
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

あ
り
、
右
衛
大
将
軍
は
十
二
衛
府
の
一
、
つ
で
宮
廷
内
の
禁
衛
を
掌
る
官
職
で
あ
る
。

開
皇
初
年
に
は
、
楊
弘
・
楊
雄
と
い
っ
た
文
帝
の
親
族
が
右
衛
大
将
軍
に
就
任
し

　
　
　
お
　

た
こ
と
か
ら
、
宇
文
述
は
本
伝
の
い
う
右
衛
大
将
軍
で
は
な
く
、
「
墓
誌
」
の
い

う
右
武
衛
将
軍
に
就
任
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
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つ
い
で
「
墓
誌
」
・
本
伝
と
も
に
、
開
皇
八
年
（
五
八
八
）
に
行
わ
れ
た
陳
平

定
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
、
「
墓
誌
」
は
宇
文
述
が
高
穎
と
と
も
に
全
軍
を

統
括
し
た
と
す
る
。

　
　
八
年
、
平
陳
、
公
爲
水
軍
捻
管
、
與
僕
射
高
穎
捻
統
軍
事
。

　
　
八
年
、
陳
を
平
ら
ぐ
に
、
公
、
水
軍
捻
管
と
爲
り
、
僕
射
高
穎
と
軍
事
を
捻

　
　
統
す
。
（
「
墓
誌
」
一
二
・
一
三
行
目
）

確
か
に
高
穎
は
、
こ
の
と
き
晋
王
楊
広
の
補
佐
役
と
し
て
元
帥
長
史
と
な
り
、
陳

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

進
攻
を
指
揮
し
た
。
し
か
し
、
本
伝
に
よ
る
と
宇
文
述
は
行
軍
総
管
と
し
て
、
六

合
よ
り
進
撃
し
て
お
り
、
高
穎
と
と
も
に
全
軍
を
統
括
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

れ
は
「
墓
誌
」
の
撰
者
が
、
宇
文
述
の
事
績
を
潤
色
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
て
「
墓
誌
」
は
、
陳
平
定
時
に
発
生
し
た
薫
巖
の
抵
抗
を
鎮
圧
す
る
様
子
を
記

す
。
こ
の
時
の
活
躍
は
本
伝
に
も
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
墓
誌
」
と
本
伝
の

記
述
は
一
致
す
る
。

　
宇
文
述
は
こ
の
功
績
に
よ
り
、
安
州
総
管
に
任
じ
ら
れ
、
つ
い
で
寿
州
総
管
に

　
　
　
　
お
　

就
任
し
た
。
本
伝
に
は
、
揚
州
に
赴
任
し
た
楊
広
（
後
の
蝪
帝
）
が
宇
文
述
を
寿

州
総
管
に
転
任
さ
せ
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
宇
文
述
が
楊
広
を
皇

太
子
と
す
る
た
め
、
楊
素
・
楊
約
兄
弟
を
仲
間
に
引
き
込
ん
だ
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
「
墓
誌
」
に
は
こ
の
時
点
で
楊
広
と
宇
文
述
の
関
係
を
示
す
記
述
は
見

ら
れ
な
い
。
か
わ
っ
て
安
州
・
寿
州
に
お
け
る
宇
文
述
の
治
世
を
賞
賛
し
た
後
、

文
帝
が
宇
文
述
の
家
系
・
才
能
を
重
ん
じ
、
公
主
（
楊
広
の
娘
）
を
宇
文
述
の
子

（
士
及
）
に
降
嫁
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
高
祖
以
公
門
傳
鍾
鼎
、
世
功
喜
緑
、
賛
時
偉
器
、
立
事
立
言
、
文
武
是
経
、

　
　
才
行
閾
茂
、
引
居
戚
属
、
隠
以
腹
心
、
公
主
螢
降
、
皐
嬢
公
子
。

　
　
高
祖
、
公
、
門
は
鍾
鼎
を
傳
え
、
世
よ
功
し
普
よ
緑
し
、
貰
時
（
時
代
を
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

　
　
う
）
の
偉
器
に
し
て
、
事
を
立
て
言
を
立
て
、
文
武
是
れ
経
め
、
才
行
閾
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ

　
　
な
る
を
以
て
、
引
き
て
戚
屡
に
居
ら
し
め
、
隠
る
に
腹
心
を
以
て
し
、
公
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

　
　
董
降
（
降
嫁
）
し
、
皐
に
公
子
に
嬢
す
。
（
「
墓
誌
」
一
六
・
一
七
行
目
）

ま
た
、
『
旧
唐
書
』
巻
六
三
・
宇
文
士
及
伝
も
、
文
帝
が
宇
文
士
及
を
気
に
入
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

て
通
婚
を
命
じ
た
と
し
、
楊
広
と
宇
文
述
と
の
関
係
を
記
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
本
伝
で
は
、
楊
広
主
導
で
、
南
陽
公
主
（
楊
広
の
娘
）
と
宇
文
士
及
の
婚
姻
が

　
　
　
　
　
　
お
　

結
ば
れ
た
と
す
る
。

　
確
か
に
最
終
的
に
は
文
帝
が
南
陽
公
主
と
宇
文
士
及
の
婚
姻
を
許
可
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
楊
広
の
立
太
子
過
程
や
場
帝
即
位
後
の
宇
文

述
に
対
す
る
信
任
を
考
え
る
と
、
本
伝
に
記
さ
れ
た
楊
広
と
宇
文
述
の
密
接
な
関

係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
墓
誌
」
・
本
伝
の
記
述
を
整
合
的
に
解
釈
す

る
と
、
宇
文
述
と
の
関
係
を
よ
り
緊
密
に
す
る
た
め
、
楊
広
が
南
陽
公
主
と
宇
文

士
及
の
婚
姻
を
提
案
し
、
そ
れ
を
受
け
て
文
帝
が
功
績
創
家
柄
（
北
周
以
来
の
有

力
胡
族
）
な
ど
を
勘
案
し
て
降
嫁
を
許
可
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
墓
誌
」

は
楊
広
と
の
関
係
を
薄
く
見
せ
か
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
墓
誌
」
・

正
史
と
も
に
南
陽
公
主
の
降
嫁
時
期
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
晴
の
「
馬
称
心
墓

誌
」
に
、

　
　
至
開
皇
十
九
年
、
南
陽
公
主
出
降
許
門
、
妙
揮
女
師
、
精
捜
保
娚
。

　
　
開
皇
十
九
年
に
至
り
、
南
陽
公
主
出
で
て
許
門
（
許
国
公
宇
文
述
の
一
門
）

　
　
に
降
り
、
女
師
を
妙
揮
し
、
保
娚
を
精
捜
す
。

（10）
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
降
嫁
が
開
皇
一
九
年
（
五
九
九
）
に
行
わ
れ
た
こ
と
が

　
　
　
お
　

わ
か
る
。

　
次
に
「
墓
誌
」
は
、
開
皇
一
九
年
（
五
九
九
）
に
楊
広
が
突
蕨
を
攻
撃
し
た
際

に
そ
の
長
史
と
な
っ
て
活
躍
し
、
仁
寿
元
年
（
六
〇
一
）
に
太
子
左
衛
率
に
就
任

し
た
と
す
る
。

　
　
十
九
年
、
猿
猿
放
命
、
否
王
北
討
。
公
爲
長
史
、
杖
武
乗
邊
、
申
威
河
外
、

　
　
計
如
投
水
、
思
若
轄
規
。
嚴
鼓
裁
通
、
兇
醜
潰
散
。
仁
壽
元
年
、
爲
左
衛
率
。

　
　
東
儲
寄
深
、
故
有
斯
授
。

　
　
十
九
年
（
五
九
九
）
、
猿
猿
（
突
蕨
）
放
命
し
、
奢
王
（
楊
広
）
北
討
す
。

　
　
公
、
長
史
と
爲
り
、
武
に
杖
り
邊
に
乗
じ
、
威
を
河
外
に
申
ば
し
、
計
は
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず
か

　
　
に
投
ず
る
が
如
し
、
思
は
規
を
轄
ず
る
が
若
し
。
嚴
鼓
裁
に
通
じ
、
兇
醜

　
　
潰
散
す
。
仁
壽
元
年
、
左
衛
率
と
爲
る
。
東
儲
（
皇
太
子
楊
広
）
寄
す
る
こ

　
　
と
深
く
、
故
に
斯
の
授
有
り
。
（
「
墓
誌
」
一
八
・
一
九
行
目
）

注
意
す
べ
き
点
は
、
「
墓
誌
」
が
、
開
皇
年
間
に
お
け
る
楊
広
と
宇
文
述
の
密
接

な
関
係
を
全
く
記
さ
ず
、
こ
こ
で
初
め
て
楊
広
と
の
関
係
を
記
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
「
墓
誌
」
の
記
述
を
見
る
限
り
、
開
皇
一
九
年
（
五
九
九
）
の
突
蕨
攻
撃
を

通
じ
て
、
初
め
て
宇
文
述
と
楊
広
が
結
び
つ
き
、
深
く
信
任
さ
れ
て
仁
寿
元
年

（
六
〇
一
）
に
太
子
左
衛
率
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
伝
お
よ

び
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
九
・
階
紀
三
に
は
、
宇
文
述
は
楊
広
立
太
子
の
功
績
に

よ
っ
て
、
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
十
一
月
に
左
衛
率
と
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、

開
皇
一
九
年
に
突
厭
攻
撃
を
指
揮
し
た
の
は
漢
王
楊
諒
で
あ
る
。
楊
広
の
突
厭
攻

撃
は
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
四
月
で
あ
り
、
こ
の
時
長
史
と
な
っ
た
の
は
楊
素

　
　
　
ゆ
　

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
開
皇
一
八
年
（
五
九
八
）
か
ら
仁
寿
元
年
（
六
〇
一
）
に

か
け
て
行
わ
れ
た
突
蕨
と
の
戦
役
に
宇
文
述
が
参
加
し
た
と
い
う
記
録
は
一
切
見

え
な
い
。
こ
の
点
で
も
「
墓
誌
」
と
本
伝
の
記
述
は
食
い
違
う
。

　
既
述
し
た
よ
う
に
「
墓
誌
」
は
、
楊
広
と
宇
文
述
と
の
関
係
を
薄
く
見
せ
か
け

る
た
め
、
開
皇
年
間
に
お
け
る
楊
広
と
宇
文
述
と
の
密
接
な
交
流
を
記
さ
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
楊
広
の
宇
文
述
に
対
す
る
信
任
ぶ
り
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、

突
蕨
攻
撃
時
に
楊
広
の
元
帥
長
史
に
な
っ
て
、
軍
事
的
功
績
を
あ
げ
て
信
頼
さ
れ

た
と
い
う
記
事
を
挿
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
宇

文
述
像
は
、
楊
広
と
積
極
的
に
結
び
つ
き
、
そ
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
と
す
る

本
伝
の
宇
文
述
像
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
3
、
階
蝪
帝
期
の
宇
文
述

　
本
伝
に
よ
る
と
、
場
帝
即
位
後
、
宇
文
述
は
左
衛
大
将
軍
に
就
任
し
た
。
「
墓

誌
」
に
は
こ
の
左
衛
大
将
軍
就
任
の
記
事
は
見
え
ず
、
吐
谷
渾
征
伐
に
成
功
し
、

開
府
儀
同
三
司
を
加
え
ら
れ
、
左
栩
衛
大
将
軍
に
就
任
し
た
と
す
る
。

　
　
場
帝
嗣
業
、
深
相
任
委
。
…
…
渾
境
逆
命
、
爲
歳
巳
滝
、
鐵
勒
契
弊
、
逓
相

　
　
揺
蕩
。
公
丹
鷹
所
指
、
一
時
款
服
、
招
携
以
禮
、
威
構
茂
遂
。
其
年
、
授
開

　
　
府
儀
同
三
司
。
此
職
奮
魏
以
來
、
蕾
同
椀
鉱
、
周
階
改
貿
、
官
失
其
序
。
今

　
　
之
所
除
、
抑
推
前
典
。
公
與
齊
王
特
隆
此
命
、
朝
野
榮
之
。
有
頃
授
左
栩
衛

　
　
大
將
軍
。

　
　
蝪
帝
業
を
嗣
ぐ
や
、
深
く
相
い
任
委
す
。
…
…
渾
境
（
吐
谷
渾
）
命
に
逆
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
歳
を
爲
す
こ
と
巳
に
滝
し
く
、
鐵
勒
の
契
弊
、
逓
い
に
相
い
揺
蕩
す
。
公
、

（11）
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丹
鷹
の
指
す
所
、
一
時
に
款
服
し
、
招
携
す
る
に
禮
を
以
て
し
、
威
な
茂
遂

　
　
を
稻
え
る
。
其
の
年
、
開
府
儀
同
三
司
を
授
け
ら
る
。
此
の
職
は
奢
魏
以
來
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
奮
は
椀
鉱
（
三
公
）
に
同
じ
、
周
陪
改
め
貿
え
、
官
は
其
の
序
を
失
う
。
今

　
　
の
除
す
る
所
、
前
典
を
抑
推
す
。
公
、
齊
王
と
特
に
此
の
命
を
隆
［
降
］
さ

　
　
れ
、
朝
野
之
を
榮
と
す
。
有
頃
、
左
栩
衛
大
將
軍
を
授
け
ら
る
。
（
「
墓
誌
」

　
　
一
九
～
二
二
行
目
）

こ
の
「
墓
誌
」
の
開
府
儀
同
三
司
拝
受
の
記
述
は
、
『
晴
書
』
巻
二
八
・
百
官
志

下
の
場
帝
官
制
の
項
目
に
、

　
　
開
皇
中
、
以
開
府
儀
同
三
司
爲
四
品
散
實
官
。
至
是
改
爲
從
一
品
、
同
漢
魏

　
　
之
制
、
位
次
王
公
。

　
　
開
皇
中
、
開
府
儀
同
三
司
を
以
て
四
品
の
散
實
官
と
爲
す
。
是
に
至
り
改
め

　
　
て
從
一
品
と
爲
し
、
漢
魏
の
制
と
同
じ
く
し
、
位
は
王
公
に
次
ぐ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
開
府
儀
同
三
司
が
場
帝
期
に
従
一
品
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
。
場
帝
期
に
開
府
儀
同
三
司
を
授
け
ら
れ
た
人
物
は
、
「
墓
誌
」

中
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
蝪
帝
の
第
二
子
斉
王
楊
陳
が
、
宇
文
述
と
同
年
の
大
業

三
年
（
六
〇
七
）
九
月
に
拝
受
し
た
外
は
、
蘇
威
（
六
一
三
年
）
・
来
護
児
（
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

一
六
年
）
・
宇
文
協
（
不
明
）
の
わ
ず
か
三
名
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
、
注
意

し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
墓
誌
」
が
吐
谷
渾
征
伐
に
続
け
て
開
府
儀
同
三
司
拝
受

を
記
し
、
本
伝
と
そ
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
階
書
』
巻
三
・

場
帝
紀
上
に
よ
る
と
、
宇
文
述
の
吐
谷
渾
征
伐
は
、
開
府
儀
同
三
司
拝
受
の
翌
年

の
大
業
四
年
（
六
〇
八
）
七
月
に
行
わ
れ
た
。
「
墓
誌
」
は
、
開
府
儀
同
三
司
拝

受
と
吐
谷
渾
征
伐
の
順
序
を
敢
え
て
逆
に
記
し
、
開
府
儀
同
三
司
拝
受
の
理
由
を

吐
谷
渾
征
伐
の
功
績
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
墓
誌
」
は
開
府
儀
同

三
司
拝
受
の
後
、
左
栩
衛
大
将
軍
に
就
任
し
た
と
記
す
が
、
左
栩
衛
大
将
軍
は
左

衛
大
将
軍
を
改
称
し
た
将
軍
号
で
あ
り
、
宇
文
述
は
蝪
帝
擁
立
の
功
績
に
よ
っ
て
、

既
に
大
業
元
年
に
左
衛
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
「
墓
誌
」
と
本
伝
の
記
事

の
違
い
を
示
す
と
左
の
様
に
な
る
。

　
　
墓
誌
　
吐
谷
渾
征
伐
↓
開
府
儀
同
三
司
拝
受
↓
左
栩
衛
大
将
軍
就
任

　
　
正
史
”
左
衛
大
将
軍
就
任
↓
左
衛
大
将
軍
を
左
栩
衛
大
将
軍
に
改
称
↓
開
府

　
　
　
　
　
儀
同
三
司
拝
受
↓
吐
谷
渾
征
伐

こ
れ
ら
一
連
の
順
序
の
入
れ
替
え
か
ら
、
場
帝
と
宇
文
述
の
関
係
を
薄
く
見
せ
か

け
よ
う
と
す
る
「
墓
誌
」
の
作
為
性
が
よ
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
蝪
帝
期
の
宇
文
述
に
つ
い
て
、
本
伝
に
は
、

　
　
還
至
江
都
宮
、
勅
述
與
蘇
威
常
典
選
暴
、
参
預
朝
政
。
述
時
貴
重
、
委
任
與

　
　
蘇
威
等
、
其
親
愛
則
過
之
。
…
…
時
述
貴
倖
、
言
無
不
從
、
勢
傾
朝
廷
。
…
…

　
　
然
性
貧
鄙
、
知
人
有
珍
異
之
物
、
必
求
取
之
。
富
商
大
頁
及
騰
右
諸
胡
子
弟
、

　
　
述
皆
接
以
恩
意
、
呼
之
爲
児
。
由
是
競
加
饒
遺
、
金
寳
累
積
。
…
…
述
之
寵

　
　
遇
、
當
時
莫
與
爲
比
。

　
　
還
り
て
江
都
宮
に
至
り
、
述
に
勅
し
て
蘇
威
と
常
に
選
畢
を
典
ら
し
め
、
朝

　
　
政
に
参
預
せ
し
む
。
述
、
時
に
貴
重
に
し
て
、
委
任
は
蘇
威
と
等
し
く
も
、

　
　
其
の
親
愛
は
則
ち
之
を
過
ぐ
。
…
…
時
に
述
貴
倖
に
し
て
、
言
は
從
わ
れ
ざ

　
　
る
無
く
、
勢
は
朝
廷
を
傾
く
。
…
…
然
れ
ど
も
性
は
貧
鄙
に
し
て
、
人
に
珍

　
　
異
の
物
有
る
を
知
れ
ば
、
必
ず
求
め
て
之
を
取
る
。
富
商
大
質
及
び
朧
右
の

　
　
諸
胡
の
子
弟
、
述
、
皆
な
接
す
る
に
恩
意
を
以
て
し
、
之
を
呼
び
て
兜
と
爲

（12）
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す
。
是
に
由
り
て
競
い
て
醜
遺
を
加
え
ら
れ
、
金
寳
累
積
す
。
…
…
述
の
寵

　
　
遇
、
當
時
與
に
比
を
爲
す
莫
し
。

と
あ
り
、
宇
文
述
が
蘇
威
と
と
も
に
朝
政
に
参
与
し
、
蝪
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
、

貧
欲
な
性
格
で
賄
賂
を
好
ん
だ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
階
書
」

巻
四
一
・
蘇
威
伝
で
は
、
蘇
威
・
斐
矩
・
斐
薙
・
虞
世
基
と
と
も
に
朝
政
に
参
与

し
、
「
五
貴
」
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
。
同
様
の
記
述
は
『
階
書
』
巻
六
七
・
虞
世

基
伝
に
も
見
え
る
。
「
墓
誌
」
の
二
二
行
目
に
も
、

　
　
錐
職
参
戎
寄
、
任
綜
時
機
、
出
内
敷
納
、
盗
度
政
事
。

　
　
職
は
戎
寄
（
軍
事
）
に
参
じ
、
任
は
時
機
を
綜
べ
る
と
錐
も
、
敷
納
（
献
策
）

　
　
を
出
内
し
、
政
事
を
杏
度
す
。

と
あ
り
、
宇
文
述
が
軍
事
を
掌
り
つ
つ
、
政
治
に
も
参
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
本
伝
の
よ
う
に
貧
欲
な
性
格
で
賄
賂
を
好
ん
だ
こ
と
な
ど
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
墓
誌
」
は
、
宇
文
述
が
政
治
に
参
与
し
た
と
い
う
記
事
の
後
に
、
大
業
六
年

（
六
一
〇
）
に
江
都
で
水
軍
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
、
高
句
麗
遠
征
に
参
加
し
、
軍

を
全
う
し
て
帰
還
し
た
こ
と
、
大
業
一
一
年
（
六
一
五
）
に
突
厭
が
雁
門
を
包
囲

し
た
際
に
、
突
蕨
を
撃
退
し
た
こ
と
を
記
す
。

　
　
六
年
、
江
都
騨
習
水
職
、
勅
公
検
校
、
…
…
胡
人
観
者
、
喪
精
奪
魂
。
蝪
帝

　
　
征
遼
、
出
師
之
盛
、
九
軍
失
御
、
多
見
倫
没
。
公
統
率
有
方
、
全
師
反
旛
。

　
　
十
一
年
、
突
厭
可
汗
親
勒
兵
衆
、
攻
園
雁
門
、
…
…
蝪
帝
嬰
城
自
守
、
慮
不

　
　
圖
全
。
公
策
自
旬
襟
、
奇
正
脩
忽
、
賊
謂
紳
兵
、
擁
徒
北
走
。

　
　
六
年
、
江
都
に
水
戦
を
難
［
疑
］
習
し
、
公
に
勅
し
て
検
校
せ
し
め
、
…
…

　
　
胡
人
の
観
る
者
、
精
を
喪
い
醜
を
奪
わ
る
。
場
帝
遼
を
征
し
、
出
師
の
盛
あ

　
　
る
も
、
九
軍
御
を
失
い
、
多
く
論
没
せ
ら
る
。
公
、
統
率
方
有
り
、
師
を
全

　
　
う
し
旛
を
反
す
。
十
一
年
、
突
厭
の
可
汗
親
ら
兵
衆
を
勒
し
、
雁
門
を
攻
園

　
　
し
、
…
…
場
帝
嬰
城
し
て
自
守
し
、
全
き
を
圖
ら
ざ
る
を
慮
る
。
公
、
策
は

　
　
旬
襟
よ
り
し
、
奇
正
（
奇
襲
と
正
攻
）
脩
忽
（
電
光
石
火
）
に
し
て
、
賊
、

　
　
帥
兵
と
謂
い
、
徒
を
擁
し
て
北
走
す
。
（
「
墓
誌
」
二
二
～
二
五
行
目
）

江
都
で
水
軍
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
は
、
文
献
史
料
に
は
見
え
ず
、
「
墓
誌
」
の
記

述
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
水
軍
訓
練
は
、
高
句
麗
遠
征
を
念

頭
に
置
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
遠
征
の
準
備
の
様
子
が
窺
え
る

興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

　
一
方
、
由
口
同
句
麗
遠
征
と
突
厭
の
雁
門
包
囲
に
関
す
る
記
述
は
、
本
伝
の
記
述
と
　
の

大
き
く
異
な
る
。
本
伝
や
『
晴
書
』
巻
四
・
蝪
帝
紀
下
、
『
階
書
』
巻
六
〇
・
干
　
q

仲
文
伝
な
ど
に
は
、
宇
文
述
は
大
業
八
年
（
六
一
二
）
の
第
一
次
高
句
麗
遠
征
の

際
、
扶
余
道
軍
将
と
な
っ
た
が
、
高
句
麗
軍
の
策
に
か
か
っ
て
大
敗
を
喫
し
、
場

帝
の
怒
り
を
買
っ
て
除
名
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
本
伝
に
よ
れ
ば
、
大
業
＝

年
（
六
一
五
）
の
突
蕨
の
雁
門
包
囲
の
際
、
宇
文
述
は
包
囲
網
の
突
破
を
進
言
し
、

奨
子
蓋
に
無
謀
な
策
と
し
て
止
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
階
書
』
場
帝

紀
下
や
『
晴
書
』
巻
六
三
・
焚
子
蓋
伝
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
階
書
』

の
記
述
に
矛
盾
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
墓
誌
」
よ
り
も
本
伝
の
記
述
の
方

が
事
実
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
墓
誌
」
は
宇
文
述
を
顕
彰
す
る
た
め
、
そ

の
不
名
誉
な
事
績
を
糊
塗
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
墓
誌
」
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
宇
文
述
の
「
功
績
」
に
続
け
て
、
各
地
で
反
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乱
が
発
生
し
て
も
宇
文
述
が
揚
帝
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
宇
文

述
が
大
業
＝
二
年
（
六
一
七
）
九
月
二
一
日
に
江
都
で
没
し
た
こ
と
を
記
す
。

　
　
属
王
綱
弛
素
、
政
敏
凌
夷
、
人
情
彼
此
、
壷
爲
敵
國
。
啓
沃
亟
陳
、
無
救
傾

　
　
設
、
固
主
之
心
、
終
始
若
一
。
勤
松
彰
於
歳
寒
、
貞
臣
見
於
國
危
、
公
之
謂

　
　
　
。
與
善
嚢
慮
、
身
随
化
往
。
以
晴
大
業
十
三
年
九
月
廿
一
日
莞
於
江
都
。

　
　
時
年
七
十
一
。

　
　
属
ま
王
綱
弛
素
し
、
政
敏
凌
夷
し
、
人
情
彼
此
、
壼
く
敵
國
と
爲
る
。
啓
沃

　
　
　
　
　
し
ば
し

　
　
（
諌
言
）
亟
ば
陳
べ
、
傾
設
（
不
正
・
邪
な
様
）
を
救
う
こ
と
無
き
も
、
主

　
　
を
固
め
る
の
心
、
終
始
一
の
若
し
。
勤
松
は
歳
の
寒
き
に
彰
れ
、
貞
臣
は
國

　
　
の
危
う
き
に
見
わ
る
は
、
公
の
謂
い
な
り
。
與
善
簑
鷹
し
、
身
は
化
往
に
随

　
　
う
。
晴
大
業
十
三
年
九
月
廿
一
日
を
以
て
江
都
に
麗
る
。
時
に
年
七
十
一
。

　
　
（
「
墓
誌
」
二
六
・
二
七
行
目
）

こ
の
宇
文
述
の
死
亡
年
月
日
に
つ
い
て
、
『
階
書
』
場
帝
紀
下
は
、
大
業
一
二
年

（
六
一
六
）
一
〇
月
六
日
と
し
、
「
墓
誌
」
の
記
述
と
食
い
違
う
。
『
晴
書
』
蝪
帝

紀
下
に
よ
る
と
、
大
業
一
二
年
一
二
月
に
、
来
護
見
が
行
左
栩
衛
大
将
軍
（
宇
文

述
の
最
終
官
職
）
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
宇
文
述
は
死
亡
し

て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
大
業
一
二
年
か
ら
＝
二
年
ま
で
の
『
階
書
』
の

記
述
を
逐
一
見
て
も
、
宇
文
述
の
生
存
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
宇
文
述
は
『
階
書
』
の
い
う
大
業
一
二
年
一
〇
月
に
没
し
た
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
何
故
「
墓
誌
」
は
、
宇
文
述
の
没
年
を
大
業

＝
二
年
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
業
一
二
年
～
一
三
年
は
、
各
地
で
次
々
に
反
乱

が
発
生
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
墓
誌
」
に
は
、
各
地
で
反
乱
が
発
生
し
て
も
、

宇
文
述
が
場
帝
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

反
乱
が
各
地
で
発
生
し
た
蝪
帝
政
権
末
期
に
お
い
て
も
、
宇
文
述
が
忠
誠
を
尽
く

し
た
こ
と
を
強
調
し
、
宇
文
述
の
顕
彰
を
図
っ
た
と
い
う
見
方
も
成
り
立
っ
。
し

か
し
、
現
時
点
で
は
、
確
た
る
こ
と
は
論
じ
得
な
い
。
後
考
に
期
し
た
い
。

　
宇
文
述
没
後
の
大
業
一
四
年
（
義
寧
二
年
・
六
一
八
）
三
月
、
宇
文
述
の
子
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

及
は
江
都
で
挙
兵
し
、
場
帝
を
絨
殺
し
た
。
そ
の
後
、
宇
文
化
及
は
蝪
帝
の
甥
の

楊
浩
を
擁
立
し
、
北
上
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
武
徳
元
年
（
六
一
八
）
九
月
に
は

楊
浩
を
殺
害
し
て
帝
位
に
つ
き
、
国
号
を
許
と
し
た
が
、
翌
年
二
月
に
寳
建
徳
に

敗
れ
、
宇
文
化
及
は
処
刑
さ
れ
た
。
そ
の
弟
の
宇
文
士
及
は
、
宇
文
化
及
の
下
で

内
史
令
に
就
任
し
た
が
、
李
淵
と
誼
を
通
じ
、
宇
文
化
及
敗
死
後
、
唐
に
降
伏
し

た
。
そ
の
後
、
彼
は
李
世
民
に
従
い
、
宋
金
剛
．
王
世
充
．
甕
建
徳
の
平
定
に
功
　
の

績
を
あ
げ
、
天
策
府
司
馬
（
「
墓
誌
」
に
は
長
史
と
あ
翻
）
・
中
書
侍
郎
な
ど
を
歴
　
q

任
し
た
。
ま
た
、
宇
文
述
の
娘
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
六
四
・
高
祖
二
十
二
子
・
韓

王
元
嘉
伝
に
、

　
　
母
宇
文
昭
儀
、
階
左
武
衛
大
將
軍
述
之
女
也
。
早
有
寵
於
高
祖
、
高
祖
初
即

　
　
位
、
便
欲
立
爲
皇
后
、
固
僻
不
受
。
元
嘉
少
以
母
寵
、
特
爲
高
祖
所
愛
。

　
　
母
は
宇
文
昭
儀
、
階
左
武
衛
大
將
軍
述
の
女
な
り
。
早
く
に
高
祖
に
寵
さ
れ

　
　
る
こ
と
有
り
、
高
祖
初
め
て
即
位
し
、
便
ち
立
て
て
皇
后
と
爲
さ
ん
と
欲
す

　
　
る
も
、
固
辞
し
て
受
け
ず
。
元
嘉
少
く
し
て
母
の
寵
を
以
て
、
特
に
高
祖
の

　
　
愛
す
る
所
と
爲
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
高
祖
李
淵
の
昭
儀
と
な
り
、
立
皇
后
を
図
ら
れ
る
ほ
ど
寵
愛
さ

れ
た
。
武
徳
年
間
に
唐
朝
に
よ
っ
て
宇
文
述
に
「
司
空
公
・
上
柱
國
・
許
國
公
」
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が
追
贈
さ
れ
た
背
景
に
は
、
宇
文
士
及
の
功
績
の
他
に
、
宇
文
述
の
娘
が
高
祖
李

淵
に
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
宇
文
述

へ
の
贈
官
は
他
の
功
臣
父
祖
へ
の
追
贈
に
比
べ
て
際
立
っ
て
高
く
、
武
徳
元
年

（
六
一
八
）
に
寳
皇
后
（
既
に
死
没
）
の
亡
父
寳
毅
に
贈
ら
れ
た
「
司
空
・
使
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

節
・
総
管
荊
郵
等
十
州
諸
軍
事
・
荊
州
刺
史
・
杞
國
公
」
や
、
貞
観
元
年
（
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

七
）
に
長
孫
皇
后
の
亡
父
長
孫
晟
に
贈
ら
れ
た
「
司
空
・
上
柱
國
・
齊
國
公
」
と

同
格
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
『
周
書
』
・
『
階
書
』
に
は
、
寳
皇
后
・
長
孫
皇
后

の
亡
父
へ
の
追
贈
が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇
文
述
へ
の
追
贈
に
関

す
る
記
事
は
一
切
見
え
な
い
。

　
　
4
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
と
『
階
書
』
の
宇
文
述
像
の
違
い
に
つ
い
て

　
以
上
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
と
『
階
書
』
の
宇
文
述
像
を
比
較
し
て
き
た
が
、
そ

の
結
果
を
年
譜
の
形
で
ま
と
あ
る
と
表
2
（
二
五
頁
参
照
）
の
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
を
見
る
と
、
「
墓
誌
」
と
本
伝
で
は
、
北
周
・
階
初
の
官
歴
・
功
績
に
一
致
点

，
が
数
か
所
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
こ
と
ご
と
く
記
述
内
容
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
ま
ず
、
「
墓
誌
」
の
記
述
に
よ
っ
て
、
宇
文
述
が
北
周
・
晴
初
に
左
宮
伯
・
宮

伯
・
司
衛
・
右
武
衛
将
軍
と
い
っ
た
禁
衛
関
係
の
官
職
を
歴
任
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
彼
は
陳
平
定
か
ら
十
年
ほ
ど
は
地
方
官
（
安
州
・
寿
州
）
に

出
て
い
る
が
、
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
に
は
再
び
太
子
左
衛
率
（
東
宮
の
禁
衛
）

に
就
任
し
、
場
帝
即
位
後
に
は
左
搦
衛
大
将
軍
と
な
っ
て
い
る
。
彼
が
「
五
貴
」

の
一
人
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
背
景
に
は
、
北
周
以
来
の
禁
衛
に
対
す
る
影
響

力
が
関
係
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
「
墓
誌
」
の
宇
文
述
像
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
で
は
一
貫
し
て
彼
の
軍

事
的
功
績
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
文
述
は
、
北
斉
進

攻
・
尉
遅
週
の
乱
平
定
・
陳
進
攻
・
突
原
攻
撃
・
吐
谷
渾
攻
撃
・
高
句
麗
遠
征
・

突
原
の
雁
門
包
囲
撃
破
に
「
功
績
」
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
北
周
武
帝
・
晴
文

帝
・
場
帝
に
信
任
さ
れ
、
死
ぬ
ま
で
晴
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い

た
。
だ
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
高
句
麗
遠
征
や
突
厭
の
雁
門
包
囲
撃
破

に
関
す
る
「
墓
誌
」
の
記
述
は
、
明
ら
か
に
宇
文
述
の
事
績
を
美
化
し
、
そ
の
敗

戦
・
失
策
を
糊
塗
し
て
い
た
。
さ
ら
に
「
墓
誌
」
は
、
文
帝
期
に
お
け
る
楊
広

（
場
帝
）
と
宇
文
述
と
の
密
接
な
関
係
を
全
く
記
さ
ず
、
宇
文
述
が
太
子
左
衛
率

に
就
任
し
た
背
景
を
説
明
す
る
た
め
に
、
実
際
に
参
加
し
た
か
疑
わ
し
い
開
皇
末

年
の
突
蕨
攻
撃
の
記
事
を
挿
入
し
て
い
た
。
蝪
帝
期
に
お
い
て
も
、
開
府
儀
同
三

司
拝
受
の
時
期
を
ず
ら
し
、
場
帝
の
寵
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
さ
ず
、
宇
文
述
と

場
帝
の
関
係
を
薄
く
見
せ
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
「
墓
誌
」
の
一
九

行
目
に
「
東
儲
寄
深
、
故
有
斯
授
。
蝪
帝
嗣
業
、
深
相
任
委
」
と
あ
る
よ
う
に
、

場
帝
に
信
任
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
場
帝
と
の
関
係
を
全
く
記
さ
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
「
墓
誌
」
は
あ
く
ま
で
軍
事
的
功
績
に
よ
っ
て
場
帝
に
信
任
さ
れ

た
と
い
う
宇
文
述
像
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
本
伝
は
、
文
帝
期
に
宇
文
述
が
楊
広
（
蝪
帝
）
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の

立
太
子
を
画
策
し
、
蝪
帝
即
位
後
、
寵
愛
さ
れ
て
、
江
都
宮
で
蘇
威
ら
と
と
も
に

朝
政
に
参
与
し
た
こ
と
を
克
明
に
記
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
次
高
句
麗
遠
征
で

は
、
大
敗
を
喫
し
た
た
め
除
名
さ
れ
た
こ
と
や
、
突
原
の
雁
門
包
囲
の
際
、
突
破

を
進
言
し
、
無
謀
な
策
と
し
て
退
け
ら
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
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賄
賂
を
好
む
貧
欲
な
性
格
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
。
『
晴
書
』
の
宇
文
述
像
の

総
ま
と
め
と
も
い
え
る
史
臣
日
条
に
は
、

　
　
史
臣
日
…
…
宇
文
述
・
郭
術
以
水
濟
水
、
如
脂
如
章
、
便
辟
足
恭
、
柔
顔
取

　
　
悦
。
君
所
謂
可
、
亦
日
可
焉
、
君
所
謂
不
、
亦
日
不
焉
。
無
所
是
非
、
不
能

　
　
輕
重
、
獣
獣
荷
容
、
楡
安
高
位
、
甘
素
餐
之
責
、
受
彼
己
之
識
。

　
　
史
臣
日
く
…
…
宇
文
述
・
郭
術
は
水
を
以
て
水
を
濟
え
（
君
主
に
付
和
雷
同

　
　
す
る
）
、
脂
の
如
し
阜
の
如
し
（
時
俗
に
媚
び
て
世
と
と
も
に
浮
沈
す
る
も

　
　
の
）
、
便
辟
足
恭
（
媚
び
へ
つ
ら
う
）
に
し
て
、
柔
顔
取
悦
（
人
の
機
嫌
を

　
　
と
る
）
な
り
。
君
の
可
と
謂
う
所
は
、
亦
た
可
と
日
い
、
君
の
不
と
謂
う
所

　
　
は
、
亦
た
不
と
日
う
。
是
非
す
る
所
無
く
、
輕
重
す
る
能
わ
ず
、
獣
獣
と
し

　
　
て
筍
容
し
（
人
の
気
に
入
る
よ
う
に
す
る
）
、
高
位
を
楡
安
し
、
素
餐
（
功

　
　
労
が
無
い
の
に
高
位
に
い
る
）
の
責
に
甘
ん
じ
、
彼
己
（
徳
が
薄
い
の
に
位

　
　
の
高
い
こ
と
）
の
畿
を
受
く
。

と
あ
り
、
宇
文
述
に
対
し
、
場
帝
に
付
和
雷
同
し
、
媚
び
へ
つ
ら
っ
て
寵
愛
を
得

た
俵
臣
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
階
代
に
お
け
る
宇
文
述
と
蝪
帝
の
密
接
な
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
や
や
強
調
さ

れ
た
向
き
が
あ
る
に
せ
よ
、
『
晴
書
」
の
記
述
は
あ
る
程
度
事
実
を
反
映
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
ア
ー
サ
ー
・
F
・
ラ
イ
ト
氏
が
指
摘
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

い
る
よ
う
に
、
『
階
書
』
は
宇
文
述
の
評
価
を
彪
め
た
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

実
際
、
『
階
書
』
は
唐
朝
に
よ
る
宇
文
述
へ
の
追
贈
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い

な
い
。
「
墓
誌
」
は
宇
文
述
を
顕
彰
す
る
た
め
、
そ
の
事
績
を
潤
色
し
、
『
階
書
』

は
政
治
的
意
図
に
よ
り
、
宇
文
述
の
悪
評
を
強
調
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

終
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
「
宇
文
述
墓
誌
」
と
『
晴
書
』
宇
文
述
伝
の
記
述
を
比
較
し
、
そ

の
出
自
認
識
や
宇
文
述
像
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
宇
文
述
の
出
自
に
つ
い
て
、
『
階
書
』
は
飼
奴
の
破
野
頭
に
出
自
を
持
つ

　
　
「
代
郡
武
川
人
」
と
す
る
が
、
「
墓
誌
」
は
本
貫
を
北
周
宗
室
の
先
祖
が
勢
力

　
　
を
張
っ
た
「
遼
西
」
と
し
、
北
周
宗
室
の
事
実
上
の
始
祖
に
あ
た
る
「
有
葛

　
　
（
葛
烏
菟
）
」
を
先
祖
と
し
て
い
た
。
宇
文
士
及
は
、
本
貫
や
祖
先
伝
説
の
面

　
　
で
北
周
宗
室
と
の
関
係
性
を
強
調
し
、
宇
文
述
一
族
の
顕
彰
を
図
っ
た
も
の

　
　
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
階
書
』
は
宇
文
述
一
族
が
破
野
頭
出
身
で
あ
る

　
　
こ
と
を
明
示
し
、
宇
文
士
及
の
出
自
認
識
を
反
映
し
て
い
な
い
。

　
②
「
墓
誌
」
の
記
述
か
ら
、
宇
文
述
が
北
周
・
晴
初
に
左
宮
伯
・
宮
伯
・
司

　
　
衛
・
右
武
衛
将
軍
な
ど
の
禁
衛
関
係
の
官
職
を
歴
任
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

　
　
か
と
な
っ
た
。
彼
は
陳
平
定
か
ら
十
年
ほ
ど
は
地
方
官
と
な
っ
た
が
、
開
皇

　
　
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
に
は
太
子
左
衛
率
と
な
っ
て
い
る
。
彼
が
場
帝
即
位
後
、

　
　
左
栩
衛
大
将
軍
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
背
景
に
は
、
北
周
以
来
の
禁
衛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

　
　
対
す
る
影
響
力
が
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま

　
　
え
、
今
後
、
晴
代
に
お
け
る
宇
文
述
の
位
置
・
役
割
を
再
検
討
し
て
い
く
必

　
　
要
が
あ
ろ
う
。

　
③
ま
た
、
「
墓
誌
」
に
よ
っ
て
、
武
徳
年
間
に
宇
文
述
に
「
司
空
公
・
上
柱

　
　
國
．
許
國
公
」
が
追
贈
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
贈
官
は
、
窟
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皇
后
・
長
孫
皇
后
の
亡
父
へ
の
贈
官
と
同
格
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宇

　
　
文
述
へ
の
追
贈
の
背
景
に
は
、
宇
文
述
の
娘
が
高
祖
李
淵
の
昭
儀
と
な
り
、

　
　
立
皇
后
を
検
討
さ
れ
る
ほ
ど
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

　
　
る
。
し
か
し
、
璽
皇
后
・
長
孫
皇
后
の
亡
父
へ
の
追
贈
が
、
『
周
書
』
・
『
階

　
　
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
宇
文
述
へ
の
追
贈
に
つ
い
て
は
全
く
記

　
　
述
が
な
い
。

　
④
「
墓
誌
」
と
本
伝
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、
階
代
の
事
績
に
大
き
な
違
い

　
　
が
存
在
し
て
い
た
。
「
墓
誌
」
は
宇
文
述
の
軍
事
的
功
績
を
強
調
し
、
文
帝
・

　
　
蝪
帝
に
信
任
さ
れ
た
忠
臣
と
い
う
宇
文
述
像
を
描
い
て
い
た
。
一
方
、
『
階

　
　
書
』
は
、
蝪
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
武
人
あ
が
り
の
俵
臣
と
い
う
宇
文
述
像
を
描

　
　
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
『
階
書
』
の
記
述
の
方
が
宇

　
　
文
述
の
実
像
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
墓
誌
」
は
宇
文
述
を
顕
彰
す
る

　
　
た
め
、
そ
の
事
績
を
美
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

　
　
『
階
書
』
が
執
拗
な
ほ
ど
宇
文
述
の
悪
評
を
記
し
て
い
る
点
や
、
武
徳
年
間

　
　
の
宇
文
述
へ
の
追
贈
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い
な
い
点
に
、
政
治
的
意
図

　
　
が
感
じ
ら
れ
る
。
今
後
、
宇
文
述
の
再
検
討
を
行
う
た
め
に
は
、
『
晴
書
』

　
　
の
政
治
的
意
図
に
迫
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
墓
誌
」
の
描
く
宇
文
述
像
は
、
正
史
の
描
く
宇
文
述
像
と
全
く
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
異
な
っ
て
い
た
。
宇
文
士
及
に
と
っ
て
は
、
「
墓
誌
」
の
宇
文
述
像
こ
そ
、

「
正
し
い
」
宇
文
述
像
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
宇
文
述
像
は
、

正
史
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
一
見
、
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
よ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
唐
朝
が
『
階
書
』
を
編
纂
し
た
際
に
、
墓
中
に
埋
葬
さ
れ
た

「
墓
誌
」
を
参
照
し
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
王
方
慶
撰
『
魏
鄭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
諌
録
』
巻
四
・
対
晴
大
業
起
居
注
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
み

え
る
。

　
　
太
宗
日
「
起
居
注
既
無
、
何
因
今
得
成
史
。
」
公
封
日
「
階
家
奮
史
、
遺
落

　
　
甚
多
。
比
其
撰
録
、
皆
是
採
訪
、
或
是
其
子
孫
自
通
家
傳
、
参
校
三
人
所
傳

　
　
者
、
從
二
人
爲
實
。
」

　
　
太
宗
曰
く
「
起
居
注
既
に
無
く
、
何
に
因
り
て
今
史
を
成
す
を
得
る
や
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ

　
　
公
封
え
て
曰
く
「
階
家
の
蕾
史
、
遺
落
甚
だ
多
し
。
其
の
撰
録
に
比
び
、
皆

　
　
な
是
れ
採
訪
し
、
或
い
は
是
れ
其
の
子
孫
自
ら
家
傳
に
通
じ
れ
ば
、
三
人
の

　
　
傳
え
る
所
の
者
を
参
校
し
、
二
人
に
從
い
て
實
と
爲
す
」
と
。

太
宗
が
「
晴
の
起
居
注
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
何
に
よ
っ
て
『
階
書
』
を
編
纂

し
た
の
か
」
と
魏
徴
に
問
う
と
、
魏
徴
は
「
階
の
記
録
は
遺
落
が
激
し
か
っ
た
の

で
、
『
階
書
』
編
纂
に
際
し
て
は
、
探
訪
し
て
調
査
し
、
ま
た
子
孫
が
家
伝
に
通

じ
て
い
れ
ば
、
三
家
の
伝
え
て
い
る
内
容
を
比
較
し
、
二
家
の
内
容
が
一
致
し
た

も
の
を
事
実
と
し
ま
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
記
述
が
事
実
を
反
映
し
て
い

る
な
ら
ば
、
唐
朝
は
『
晴
書
』
を
編
纂
す
る
際
に
、
各
家
の
家
伝
を
参
考
資
料
と

　
　
　
　
　
　
の
　

し
た
こ
と
に
な
る
。
「
墓
誌
」
は
家
伝
で
は
な
い
が
、
「
墓
誌
」
が
宇
文
士
及
に
と
っ

て
の
「
正
し
い
」
宇
文
述
像
で
あ
っ
た
以
上
、
彼
は
『
階
書
』
編
纂
時
に
「
墓
誌
」

を
基
調
に
据
え
た
家
伝
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
階
書
』
は
宇

文
士
及
の
宇
文
述
像
ど
こ
ろ
か
、
本
貫
地
や
祖
先
伝
説
で
さ
え
も
反
映
さ
せ
ず
、

む
し
ろ
、
破
野
頭
出
身
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
貧
欲
な
倭
臣
と
い
う
否
定
的
な

宇
文
述
像
を
描
い
て
い
る
。

（17）
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宇
文
述
の
子
の
士
及
は
、
武
徳
二
年
（
六
一
九
）
に
唐
に
降
伏
し
た
後
、
李
世

民
に
従
い
、
宋
金
剛
・
王
世
充
・
寅
建
徳
の
平
定
に
功
績
を
あ
げ
、
天
策
府
司
馬
・

中
書
侍
郎
・
検
校
侍
中
な
ど
を
歴
任
し
、
唐
室
の
寿
光
県
主
（
系
統
不
明
）
を
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
た
。
ま
た
、
宇
文
述
の
娘
は
、
李
淵
の
昭
儀
と
な
り
寵
愛
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
背
景
を
踏
ま
え
、
武
徳
年
間
に
は
宇
文
述
に
対
す
る
追
贈
と
改
葬
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
宇
文
士
及
は
武
徳
九
年
（
六
二
六
）
六
月
の
玄
武
門
の
変
に
際
し
て
功
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

を
あ
げ
、
太
子
蒼
事
と
な
り
、
七
月
に
は
中
書
令
に
就
任
し
た
。
『
周
書
』
・
『
階

書
』
と
い
っ
た
正
史
が
、
唐
朝
の
功
臣
の
父
祖
に
対
し
、
曲
筆
し
て
い
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
階
書
』
に
は
「
墓
誌
」
の
宇

文
述
像
が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
体
何
故
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
高
祖
期
と
太
宗
期
の
政
治
状
況
・
歴
史
認
識
の
違
い
に
注
意
し
、

稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
嘔
。

　
　
注
（
1
）
　
布
目
潮
楓
『
つ
く
ら
れ
た
暴
君
と
名
君
　
階
の
場
帝
と
唐
の
太
宗
』
（
清
水
書
院
、

　
　
一
九
八
四
年
、
初
版
一
九
七
五
年
）
、
ア
ー
サ
ー
・
F
・
ラ
イ
ト
著
、
布
目
潮
漏
・

　
　
中
川
努
訳
『
晴
代
史
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
）
、
氣
賀
澤
保
規
『
中
国
の
歴

　
　
史
六
　
絢
燗
た
る
世
界
帝
国
　
階
唐
時
代
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
七
七
～
七

　
　
八
頁
参
照
。

（
2
）
　
例
え
ば
、
軍
事
制
度
に
関
し
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
『
府
兵
制
の
研
究
』
（
同
朋
舎
、

　
　
一
九
九
九
年
）
、
平
田
陽
一
郎
「
階
揚
帝
期
府
兵
制
の
再
検
討
ー
総
管
制
廃
止
と

　
　
都
尉
官
設
置
に
つ
い
て
ー
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
五
－

　
　
四
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
地
方
行
政
制
度
に
つ
い
て
は
、
内
田
昌
功
「
晴

　
　
蝪
帝
期
の
地
方
行
政
改
革
と
通
守
制
度
」
（
『
北
大
史
学
』
三
六
、
一
九
九
六
年
）
が

　
　
あ
る
。
ま
た
、
官
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
内
田
昌
功
「
蝪
帝
期
官
制
改
革
に
つ
い
て

　
　
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
史
朋
』
三
三
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
「
階
場
帝
期
官
制
改
革
の

　
　
目
的
と
性
格
」
（
『
東
洋
学
報
』
八
五
－
四
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。

（
3
）
　
山
崎
宏
「
階
朝
官
僚
の
性
格
」
（
『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
、
一
九
五
六

　
　
年
）
、
王
永
平
「
階
代
江
南
士
人
之
北
播
及
其
命
運
沈
浮
」
（
同
著
『
中
古
士
人
遷
移

　
　
与
文
化
交
流
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
ま
た
、
揚
帝
期
に

　
　
お
け
る
北
斉
系
官
僚
の
進
出
と
そ
の
蹉
鉄
に
つ
い
て
は
、
堀
井
裕
之
「
即
位
前
の
唐

　
　
太
宗
・
秦
王
李
世
民
集
団
の
北
斉
系
人
士
の
分
析
」
（
『
駿
台
史
学
』
一
二
五
、
二
〇

　
　
〇
五
年
）
参
照
。
な
お
、
「
五
貴
」
の
う
ち
、
北
周
系
官
僚
の
蘇
威
に
つ
い
て
は
、

　
　
氣
賀
澤
保
規
「
蘇
威
を
め
ぐ
る
晴
の
政
界
に
つ
い
て
」
（
『
森
鹿
三
博
士
頬
寿
記
念
論

　
　
文
集
』
同
朋
舎
、
一
九
七
七
年
）
が
あ
る
。

（
4
）
　
前
掲
注
（
2
）
内
田
昌
功
「
晴
蝪
帝
期
官
制
改
革
の
目
的
と
性
格
」
参
照
。

（
5
）
　
伊
藤
氏
は
、
場
帝
は
賢
才
主
義
の
理
念
を
名
目
に
、
私
的
に
結
び
つ
い
た
官
僚

　
　
（
朋
党
）
を
基
軸
と
し
て
「
旧
南
北
朝
を
包
括
し
た
新
支
配
集
団
の
構
築
を
目
指
し
　
の

　
　
た
」
と
す
る
。
伊
藤
誠
浩
「
晴
蝪
帝
期
に
お
け
る
朋
党
の
性
格
と
そ
の
展
開
」
（
『
文
　
G

　
　
研
会
紀
要
』
〈
愛
知
学
院
大
学
〉
一
二
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
6
）
　
前
掲
注
（
5
）
伊
藤
論
文
参
照
。

（
7
）
　
衰
剛
『
晴
蝪
帝
伝
』
（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
七
五
～
四
七
六
頁
参
照
。

（
8
）
　
邸
久
栄
「
鮮
卑
貴
族
在
晴
代
統
治
集
団
中
的
地
位
」
（
『
中
央
民
族
学
院
学
報
』
一

　
　
九
八
一
－
四
）
は
、
宇
文
述
が
場
帝
期
に
一
貫
し
て
信
任
さ
れ
、
政
務
を
と
っ
た
こ

　
　
と
は
、
特
異
な
事
例
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
劉
健
明
氏
は
宇
文
述
の
没
後
、
そ
の

　
　
子
の
化
及
が
場
帝
斌
殺
に
成
功
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
宇
文
述
の
禁
衛
に
対
す
る
影

　
　
響
力
が
関
係
し
て
い
る
と
す
る
。
劉
健
明
「
江
都
事
変
」
（
同
著
『
晴
代
政
治
与
対

　
　
外
政
策
』
文
津
出
版
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
9
）
　
前
掲
注
（
1
）
ラ
イ
ト
書
、
二
＝
～
二
一
二
頁
参
照
。

（
1
0
）
　
近
年
、
園
田
俊
介
氏
は
、
出
土
史
料
を
中
心
に
北
魏
の
独
孤
氏
・
拓
践
氏
の
祖
先

　
　
伝
説
の
形
成
過
程
を
分
析
し
、
彼
ら
の
出
自
認
識
を
解
明
し
て
い
る
。
園
田
俊
介

　
　
「
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
旬
奴
劉
氏
の
祖
先
伝
説
と
そ
の
形
成
」
（
『
大
学
院
研
究
年



「宇文述墓誌」と『階書』宇文述伝

　
　
報
』
〈
中
央
大
・
文
学
研
究
科
〉
三
四
、
二
〇
〇
五
年
）
、
同
「
北
魏
・
東
西
魏
時
代

　
　
に
お
け
る
鮮
卑
拓
践
氏
（
元
氏
）
の
祖
先
伝
説
と
そ
の
形
成
」
（
『
史
滴
』
二
七
、
二

　
　
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
1
1
）
　
『
新
唐
書
』
巻
七
一
下
・
宰
相
世
系
表
一
下
・
宇
文
氏
は
破
野
頭
を
費
也
頭
と
し
、

　
　
『
元
和
姓
纂
』
巻
六
。
宇
文
氏
は
費
已
頭
と
す
る
。

（
1
2
）
　
『
魏
書
』
巻
一
〇
三
・
旬
奴
宇
文
莫
塊
伝
に
は
「
出
於
遼
東
塞
外
、
其
先
南
軍
干

　
、
遠
團
也
、
世
爲
東
部
大
人
。
（
遼
東
の
塞
外
に
出
づ
、
其
の
先
は
南
軍
干
の
遠
属
な

　
　
り
、
世
よ
東
部
大
人
と
爲
る
。
）
」
と
あ
り
、
宇
文
氏
の
出
自
を
幻
奴
と
し
、
遼
東
に

　
　
割
拠
し
て
い
た
と
す
る
。
『
北
史
』
巻
九
八
・
旬
奴
宇
文
莫
椀
伝
、
『
元
和
姓
纂
』
巻

　
　
六
・
宇
文
氏
、
『
新
唐
書
』
巻
七
一
下
・
宰
相
世
系
表
一
下
・
宇
文
氏
も
同
様
。
こ

　
　
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
銚
薇
元
氏
・
周
一
良
氏
は
宇
文
氏
を
飼
奴
出
身
と
す
る
。
挑
薇

　
　
元
『
北
朝
胡
姓
考
（
修
訂
本
）
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
初
版
一
九
六
二
年
）

　
　
一
八
一
～
一
八
四
頁
、
周
一
良
「
論
宇
文
周
之
種
族
」
（
同
著
『
魏
晋
南
北
朝
史
論

　
　
集
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
三
八
年
）
参
照
。
一
方
、
『
周

　
　
書
』
と
『
晴
書
』
は
、
北
周
宗
室
を
鮮
卑
と
す
る
。
馬
長
寿
氏
は
、
宇
文
氏
（
南
幻

　
　
奴
系
）
は
二
～
三
世
紀
に
鮮
卑
と
合
流
し
、
同
化
し
た
と
す
る
。
馬
長
寿
『
鳥
桓
与

　
　
鮮
卑
』
（
廣
西
師
範
大
学
、
二
〇
〇
六
年
、
初
版
一
九
六
二
年
）
参
照
。

（
1
3
）
　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
五
・
唐
紀
一
・
武
徳
元
年
（
六
一
八
）
六
月
条
に
は
、
「
密

　
　
数
之
日
「
卿
本
飼
奴
阜
隷
破
野
頭
耳
」
（
密
、
之
を
敷
め
て
日
く
「
卿
は
本
飼
奴
の

　
　
早
隷
破
野
頭
な
る
の
み
」
）
」
と
あ
る
。
『
新
唐
書
』
巻
八
四
・
李
密
伝
に
も
同
様
の

　
　
記
事
が
あ
る
。

（
1
4
）
　
た
だ
し
、
破
野
頭
か
ら
宇
文
に
改
姓
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
擬
似
的
血
縁
に
基
づ

　
　
く
従
属
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
川
本
芳
昭
「
部
族
解
散
の
理
解
を
め
ぐ
っ

　
　
て
」
（
同
著
『
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
一
四

　
　
〇
～
一
四
二
頁
参
照
。

（
1
5
）
　
松
下
憲
一
氏
は
、
「
「
北
斉
書
』
『
周
書
』
『
階
書
』
で
は
、
北
魏
時
代
に
北
辺
に
残

　
　
留
し
た
も
の
で
、
各
王
朝
の
支
配
者
集
団
を
形
成
し
た
も
の
、
と
く
に
各
王
朝
の
創

　
　
始
者
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
人
物
が
「
代
人
」
と
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
松
下
憲
一
「
北
朝
正
史
に
お
け
る
代
人
」
（
同
著
『
北
魏
胡
族
体
制
論
』
北
海
道
大

　
　
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
一
八
九
～
一
九
〇
頁
参
照
。

（
1
6
）
　
な
お
、
唐
の
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
に
作
ら
れ
た
宇
文
述
の
孫
脩
多
羅
の
墓
誌
は
、

　
　
本
貫
を
「
河
南
洛
陽
人
」
と
す
る
。
宇
文
脩
多
羅
は
宇
文
士
及
の
娘
で
、
唐
太
宗
の

　
　
第
＝
子
趙
王
福
に
嫁
い
だ
。
陳
西
省
古
籍
整
理
辮
公
室
編
・
呉
綱
主
編
『
昭
陵
碑

　
　
石
』
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
拓
本
四
一
頁
・
録
文
一
四
九
～
一
五
〇
頁
参

　
　
照
。
氣
賀
澤
保
規
編
『
新
版
唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四

　
　
年
）
七
六
八
番
参
照
。

（
1
7
）
　
「
魏
書
』
巻
一
〇
六
・
地
形
志
上
・
平
州
参
照
。
「
凡
城
」
に
つ
い
て
は
、
『
水
経

　
　
注
』
巻
一
四
・
濡
水
に
「
盧
龍
東
越
清
脛
至
凡
城
二
百
許
里
。
（
盧
龍
の
東
、
清
陞

　
　
を
越
え
て
凡
城
に
至
る
こ
と
二
百
許
里
。
）
」
と
あ
る
。

（
1
8
）
　
何
徳
章
「
偽
托
望
族
与
冒
襲
先
祖
－
以
北
族
人
墓
誌
爲
中
心
ー
読
北
朝
碑
志

　
　
札
記
之
二
ー
」
（
「
魏
晋
南
北
朝
晴
唐
史
資
料
』
一
七
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
1
9
）
　
庚
信
撰
・
視
瑠
注
・
許
逸
民
校
点
『
庚
子
山
集
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）

　
　
巻
＝
二
。
宇
文
憲
神
道
碑
参
照
。

（
2
0
）
　
前
掲
注
（
1
0
）
園
田
論
文
「
北
魏
。
東
西
魏
時
代
に
お
け
る
鮮
卑
拓
践
氏
（
元
氏
）

　
　
の
祖
先
伝
説
と
そ
の
形
成
」
の
注
（
1
1
）
参
照
。

（
2
1
）
　
「
宇
文
顕
墓
誌
」
は
庚
信
が
撰
し
た
。
『
庚
子
山
集
注
』
巻
一
五
で
は
、
「
宇
文
顕

　
　
和
墓
誌
銘
」
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
、
陳
西
省
威
陽
市
で
「
宇
文
顕
墓
誌
」

　
　
の
実
物
が
発
見
さ
れ
た
。
出
土
し
た
墓
誌
と
文
集
中
の
墓
誌
で
は
、
文
字
の
一
部
に

　
　
異
同
が
あ
る
。
本
稿
で
は
出
土
墓
誌
に
依
拠
し
た
。
王
其
樟
・
李
挙
綱
「
新
出
土
北

　
　
周
建
徳
二
年
庚
信
撰
《
宇
文
顯
墓
志
銘
》
勘
証
」
（
「
出
土
文
献
研
究
』
八
、
二
〇
〇

　
　
七
年
）
参
照
。

（
2
2
）
　
『
宋
書
』
巻
二
七
・
符
瑞
志
上
に
「
黄
帝
五
十
年
秋
七
月
庚
申
、
天
霧
三
日
三
夜
、

　
　
書
昏
。
…
…
得
圖
・
書
焉
。
『
龍
圖
』
出
河
、
『
亀
書
』
出
洛
。
（
黄
帝
五
十
年
秋
七

　
　
月
庚
申
、
天
霧
三
日
三
夜
、
書
に
昏
し
。
…
…
圖
・
書
を
得
る
。
『
龍
圖
』
河
に
出

　
　
で
、
『
鰭
書
』
洛
に
出
づ
。
）
」
と
あ
る
。

（
2
3
）
　
『
藝
文
類
聚
』
巻
一
〇
・
符
命
部
所
引
『
帝
王
世
紀
』
に
「
有
大
星
如
虹
、
下
流

（19）
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華
渚
。
女
節
夢
接
之
、
意
感
生
少
昊
。
（
大
星
虹
の
如
く
、
下
り
て
華
渚
に
流
る
る

　
　
こ
と
有
り
。
女
節
夢
に
之
に
接
し
、
意
感
じ
て
少
昊
を
生
む
。
）
」
と
あ
る
。

（
2
4
）
　
「
史
記
』
巻
一
・
五
帝
紀
・
黄
帝
参
照
。

（
2
5
）
　
『
漢
書
』
巻
二
〇
・
古
今
人
表
参
照
。

（
2
6
）
　
松
下
憲
一
氏
は
、
『
周
書
』
・
『
北
斉
書
』
・
『
階
書
』
お
よ
び
「
元
和
姓
纂
』
に
み

　
　
え
る
「
代
人
」
に
つ
い
て
分
析
し
、
唐
代
ま
で
「
代
人
」
意
識
が
存
在
し
て
い
た
と

　
　
す
る
。
前
掲
注
（
1
5
）
松
下
論
文
参
照
。
し
か
し
、
北
魏
か
ら
階
唐
代
に
か
け
て
作
成

　
　
さ
れ
た
北
族
の
墓
誌
に
は
、
出
自
を
漢
族
に
仮
託
し
た
も
の
が
多
い
。
本
稿
で
取
り

　
　
上
げ
た
「
宇
文
述
墓
誌
」
も
、
本
貫
を
「
遼
西
凡
城
」
と
し
て
お
り
、
「
代
人
」
意

　
　
識
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
室
に
北
族
を
「
代
人
」
と
認
定
す
る

　
　
意
識
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
北
族
自
身
に
は
「
代
人
」
意
識
が
希
薄
だ
っ
た

　
　
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
7
）
　
前
島
佳
孝
「
柱
国
と
国
公
－
西
魏
北
周
に
お
け
る
官
位
制
度
改
革
の
一
駒
1
」

　
　
（
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
四
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
2
8
）
　
北
周
で
は
、
『
周
礼
』
の
官
制
に
基
づ
い
て
、
六
官
制
（
天
・
地
・
春
・
夏
・
秋
・

　
　
冬
）
を
施
行
し
、
三
公
（
太
師
・
太
傅
・
太
保
）
と
三
孤
（
少
師
・
少
傅
・
少
保
）

　
　
を
置
い
た
。
こ
の
う
ち
、
春
官
は
儀
礼
を
掌
っ
た
。
六
官
の
長
官
お
よ
び
三
公
・
三

　
　
孤
に
は
、
胡
族
系
元
勲
が
就
任
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
北
周
の
官
制
に
つ
い
て
は
、

　
　
王
仲
牽
『
北
周
六
典
』
上
・
下
（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
〇
七
年
重
印
）

　
　
参
照
。

（
2
9
）
　
な
お
、
長
部
悦
弘
氏
は
、
北
周
に
お
い
て
宇
文
盛
の
系
統
に
は
、
学
問
を
修
め
て

　
　
中
書
省
・
尚
書
系
の
文
官
を
務
め
た
人
物
が
お
ら
ず
、
武
人
の
家
系
で
あ
っ
た
と
す

　
　
る
。
長
部
悦
弘
「
宇
文
氏
研
究
」
（
『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
〈
琉
球
大
・
法
文
学
部

　
　
紀
要
〉
九
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
3
0
）
　
「
左
宮
伯
」
（
天
官
府
）
は
、
『
晴
書
』
巻
一
二
・
礼
儀
志
に
「
後
周
警
衛
之
制
、

　
　
置
左
右
宮
伯
。
掌
侍
衛
之
禁
、
各
更
直
於
内
。
（
後
周
警
衛
の
制
、
左
右
宮
伯
を
置

　
　
く
。
侍
衛
の
禁
を
掌
り
、
各
の
内
に
更
直
す
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
宮
の
禁
衛
で

　
　
あ
る
。
こ
の
時
、
宇
文
述
が
左
宮
伯
の
長
官
（
中
大
夫
・
正
五
命
）
に
就
任
し
た
か
、

　
　
次
官
（
下
大
夫
）
に
就
任
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
『
北
周
六
典
』
上
巻
四
八
頁
は

　
　
左
宮
伯
中
大
夫
に
就
任
し
た
と
す
る
。
「
宮
伯
」
は
詳
細
不
明
だ
が
、
左
右
宮
伯
と

　
　
同
様
の
官
と
思
わ
れ
る
。
「
大
司
衛
」
は
司
衛
上
大
夫
（
正
六
命
）
。
『
大
唐
六
典
』

　
　
巻
二
八
・
太
子
左
右
衛
率
府
職
に
は
「
後
周
東
宮
有
司
成
・
司
武
・
司
衛
之
類
（
後

　
　
周
、
東
宮
に
司
成
・
司
武
・
司
衛
の
類
有
り
）
」
と
あ
り
、
東
宮
の
禁
衛
と
す
る
。

　
　
し
か
し
、
張
金
龍
氏
は
、
司
衛
を
皇
宮
の
宿
衛
を
掌
る
官
と
す
る
。
張
金
龍
『
魏
晋

　
　
南
北
朝
禁
衛
武
官
制
度
研
究
』
下
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
九
六
五
～
九
八
四

　
　
頁
参
照
。
「
大
司
御
」
は
司
御
上
大
夫
（
正
六
命
）
。
未
詳
。
禁
衛
か
。
「
元
智
墓
誌
」

　
　
に
は
元
智
が
「
司
御
上
士
」
に
就
任
し
た
と
あ
る
。
「
元
智
墓
誌
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
王
其
樟
・
周
暁
薇
主
編
『
晴
代
墓
誌
銘
彙
考
』
⑤
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
、

　
　
二
〇
一
～
二
一
九
頁
参
照
。
た
だ
し
、
宇
文
述
は
建
徳
三
年
（
五
七
四
）
時
点
で
二

　
　
七
歳
で
あ
り
、
上
大
夫
に
就
任
で
き
た
か
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
中
大
夫
・
下
大

　
　
夫
を
意
味
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
北
周
の
禁
衛
に
つ
い
て
は
、
前
掲
張
金
龍
書

　
　
お
よ
び
菊
池
英
夫
「
唐
初
軍
制
用
語
と
し
て
の
「
團
」
の
用
法
－
日
本
律
令
制
下
　
　
o
）

　
　
の
「
軍
團
」
に
触
れ
て
（
一
）
1
」
（
「
紀
要
』
〈
中
央
大
・
文
学
部
史
学
科
〉
三
九
、
　
ω

　
　
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
3
1
）
　
英
果
中
大
夫
（
正
五
命
）
は
職
掌
不
明
。
宇
文
述
の
他
に
李
詞
が
就
任
し
た
こ
と

　
　
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
『
北
周
六
典
』
下
巻
五
〇
八
頁
参
照
。

（
3
2
）
　
「
右
武
衛
將
軍
」
に
つ
い
て
は
、
『
晴
書
』
巻
二
八
・
百
官
志
下
・
階
高
祖
時
官
制

　
　
「
左
右
武
衛
府
、
無
直
閤
已
下
員
、
但
領
外
軍
宿
衛
。
（
左
右
武
衛
府
、
直
閤
已
下
の

　
　
員
無
し
、
但
だ
外
軍
の
宿
衛
を
領
す
る
の
み
。
）
」
参
照
。
「
右
衛
大
将
軍
」
に
つ
い

　
　
て
は
、
『
晴
書
』
巻
二
八
・
百
官
志
下
・
晴
高
祖
時
官
制
「
左
右
衛
、
掌
宮
液
禁
禦
、

　
　
督
撮
杖
衛
。
（
左
右
衛
、
宮
抜
の
禁
禦
を
掌
り
、
杖
衛
を
督
囁
す
。
）
」
参
照
。

（
3
3
）
　
『
晴
書
』
巻
四
三
・
楊
弘
伝
お
よ
び
『
晴
書
』
巻
四
三
・
楊
雄
伝
参
照
。
ま
た
、

　
　
『
階
書
』
巻
四
〇
・
元
胃
伝
に
よ
る
と
、
元
冑
も
開
皇
初
年
に
右
衛
大
将
軍
に
就
任

　
　
し
て
い
る
。
な
お
、
「
楊
弘
墓
誌
」
に
は
「
開
皇
元
年
、
初
封
永
康
公
、
授
右
衛
將

　
　
軍
、
尋
改
封
河
聞
王
・
邑
五
千
戸
、
進
授
右
衛
大
將
軍
。
（
開
皇
元
年
、
初
あ
永
康

　
　
公
に
封
じ
ら
れ
、
右
衛
將
軍
を
授
け
ら
る
、
尋
い
で
改
め
て
河
聞
王
・
邑
五
千
戸
に
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封
ぜ
ら
れ
、
右
衛
大
將
軍
に
進
授
す
。
）
」
と
あ
る
。
「
楊
弘
墓
誌
」
の
拓
本
・
録
文

　
　
は
、
『
階
代
墓
誌
銘
彙
考
』
③
、
二
二
九
～
二
三
二
頁
参
照
。

（
3
4
）
　
『
晴
書
』
巻
四
一
・
高
穎
伝
参
照
。
陳
平
定
時
の
軍
事
体
制
に
つ
い
て
は
、
有
松

　
　
豊
「
階
文
帝
期
の
行
軍
制
度
－
平
陳
の
役
を
中
心
に
ー
」
（
『
海
南
史
学
』
三
九
、

　
　
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
3
5
）
　
「
薫
巖
」
は
後
梁
の
初
代
皇
帝
宣
帝
（
薫
管
）
の
子
。
甥
の
瀟
職
（
後
梁
二
代
皇

　
　
帝
明
帝
の
子
）
と
と
も
に
開
皇
七
年
（
五
八
七
）
に
陳
に
亡
命
し
、
晴
の
陳
進
攻
時

　
　
に
抵
抗
し
た
が
、
宇
文
述
に
破
れ
た
。
『
周
書
』
巻
四
八
・
蒲
督
伝
附
瀟
巖
伝
参
照
。

（
3
6
）
　
ま
た
「
墓
誌
」
は
、
瀟
巖
の
抵
抗
を
鎮
圧
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
別
子
が
新
城
郡

　
　
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
が
、
階
文
帝
期
に
「
新
城
郡
」
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
「
旧
唐
書
』
巻
六
三
・
宇
文
士
及
伝
に
「
開
皇
末
、
以
父
動
封
新
城
縣
公
（
開
皇
末
、

　
　
父
の
渤
を
以
て
新
城
縣
公
に
封
ぜ
ら
る
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
新
城
県
」
が
正
し

　
　
い
で
あ
ろ
う
。
「
新
城
県
」
は
階
の
南
陽
郡
下
の
県
。
現
在
の
河
南
省
南
陽
市
の
西
。

　
　
な
お
、
『
旧
唐
書
』
宇
文
士
及
伝
に
は
「
開
皇
末
」
と
あ
り
、
墓
誌
の
記
述
と
食
い

　
　
違
う
。

（
3
7
）
　
『
旧
唐
書
』
巻
六
三
・
宇
文
士
及
伝
に
は
「
階
文
帝
嘗
引
入
臥
内
。
與
語
、
奇
之
、

　
　
令
尚
揚
帯
女
南
陽
公
主
。
（
陪
文
帝
嘗
て
〔
宇
文
士
及
を
〕
引
き
て
臥
内
に
入
れ
る
。

　
　
與
に
語
り
、
之
を
奇
と
し
、
場
帝
の
女
南
陽
公
主
を
尚
せ
し
む
。
）
」
と
あ
る
。

（
3
8
）
　
『
階
書
』
巻
六
一
・
宇
文
述
伝
に
は
「
巫
日
王
與
述
情
好
盆
密
、
命
述
子
士
及
尚
南

　
　
陽
公
主
、
前
後
賞
賜
不
可
勝
計
。
（
留
王
、
述
と
情
好
盆
す
密
に
し
て
、
述
の
子
士

　
　
及
に
命
じ
て
南
陽
公
主
を
尚
せ
し
め
、
前
後
の
賞
賜
勝
げ
て
計
え
る
べ
か
ら
ず
。
）
」

　
　
と
あ
る
。

（
3
9
）
　
馬
称
心
は
も
と
も
と
北
周
の
縢
王
宇
文
迫
の
妻
で
あ
っ
た
が
、
北
周
滅
亡
後
、
後

　
　
宮
に
入
っ
て
女
官
と
な
っ
た
。
南
陽
公
主
の
降
嫁
の
際
、
そ
の
近
侍
と
な
り
、
大
業

　
　
一
〇
年
（
六
一
〇
）
に
没
し
た
。
拓
本
・
録
文
は
『
晴
代
墓
誌
銘
彙
考
』
⑤
、
五
七

　
　
～
六
〇
頁
参
照
。

（
4
0
）
　
『
晴
書
』
巻
四
八
・
楊
素
伝
参
照
。
楊
素
が
長
史
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
業
三
年

　
　
（
六
〇
七
）
に
作
ら
れ
た
「
楊
素
墓
誌
」
に
も
見
え
る
。
「
楊
素
墓
誌
」
の
拓
本
・
録

　
　
文
は
「
階
代
墓
誌
銘
彙
考
』
③
、
二
四
一
～
二
四
六
頁
参
照
。

（
4
1
）
　
「
鐵
勒
契
弊
」
は
鐵
勒
の
倹
利
登
倹
斤
契
弊
歌
楊
の
こ
と
。
大
業
元
年
（
六
〇
五
）
、

　
　
突
殿
に
よ
っ
て
鐵
勒
が
壊
滅
し
た
際
、
残
存
勢
力
に
擁
立
さ
れ
、
易
勿
真
莫
何
可
汗

　
　
と
な
っ
た
。
階
に
帰
属
し
、
吐
谷
渾
と
戦
っ
た
。
『
階
書
』
巻
八
三
・
西
域
・
吐
谷

　
　
渾
伝
、
『
晴
書
』
巻
八
四
・
北
狭
・
鐵
勒
伝
参
照
。
『
階
書
』
巻
六
一
・
宇
文
述
伝
に

　
　
は
「
從
幸
楡
林
、
時
鐵
勒
契
弊
歌
稜
攻
敗
吐
谷
渾
、
其
部
摘
散
、
遂
遣
使
請
降
求
救
。

　
　
帝
令
述
以
兵
屯
西
平
之
臨
莞
城
、
撫
納
降
附
。
（
楡
林
に
幸
す
る
に
從
い
、
時
に
鐵

　
　
勒
の
契
弊
歌
稜
、
吐
谷
渾
に
攻
敗
し
、
其
の
部
摘
散
し
、
遂
に
使
を
遣
わ
し
降
を
請

　
　
い
て
救
を
求
む
。
帝
、
述
を
し
て
兵
を
以
て
西
平
の
臨
莞
城
に
屯
し
、
降
附
を
撫
納

　
　
せ
し
む
。
）
」
と
あ
り
、
吐
谷
渾
に
敗
北
し
、
救
援
を
求
め
た
鐡
勒
の
契
弊
歌
稜
を
宇

　
　
文
述
が
支
援
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
4
2
）
　
『
階
書
』
巻
四
一
・
蘇
威
伝
、
『
階
書
』
巻
六
四
・
来
護
児
伝
、
『
晴
書
』
巻
五
・

　
　
恭
帝
紀
参
照
。
宇
文
協
は
、
階
初
の
功
臣
宇
文
慶
の
孫
。
母
は
文
帝
の
娘
広
平
公
主

　
　
で
あ
る
。
『
晴
書
』
巻
五
〇
・
宇
文
慶
伝
参
照
。
　
　
　
　
　
　
一

（
4
3
）
　
宇
文
化
及
の
蝪
帝
殺
殺
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
8
）
劉
健
明
論
文
、
李
文
才
「
階

　
　
末
江
都
之
変
新
探
－
兼
論
陪
短
詐
而
亡
的
主
要
原
因
ー
」
（
同
著
『
魏
晋
南
北

　
　
朝
階
唐
政
治
与
文
化
論
考
』
世
界
知
識
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）

　
　
参
照
。

（
4
4
）
　
『
旧
唐
書
』
巻
一
・
高
祖
紀
・
武
徳
八
年
条
お
よ
び
『
新
唐
書
』
巻
一
・
高
祖
紀
・

　
　
武
徳
八
年
＝
月
条
に
よ
る
と
、
宇
文
士
及
は
「
天
策
府
司
馬
」
で
あ
り
、
「
天
策

　
　
府
長
史
」
に
就
任
し
た
と
い
う
記
事
は
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
武
徳
八
年
＝
月
以

　
　
後
に
、
「
天
策
府
長
史
」
に
就
任
し
た
か
。
か
り
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
宇
文
述
墓
誌
」

　
　
は
宇
文
述
を
改
葬
し
た
武
徳
八
年
一
〇
月
以
後
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
4
5
）
　
『
周
書
』
巻
三
〇
・
蜜
毅
伝
、
『
北
史
』
巻
六
一
・
蜜
毅
伝
参
照
。

（
4
6
）
　
『
晴
書
』
巻
五
一
・
長
孫
晟
伝
、
『
旧
唐
書
』
巻
五
一
・
后
妃
上
・
太
宗
文
徳
皇
后

　
　
長
孫
氏
伝
参
照
。

（
4
7
）
　
前
掲
注
（
9
）
参
照
。

（
4
8
）
　
晴
の
禁
衛
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
3
0
）
菊
池
論
文
が
詳
し
い
。
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（
4
9
）
　
撰
者
の
王
緋
（
字
は
方
慶
）
は
高
宗
期
か
ら
武
周
期
の
官
僚
で
あ
る
。
『
魏
鄭
公

　
　
諌
録
』
は
、
そ
の
序
に
「
唐
尚
書
吏
部
郎
中
瑠
耶
王
緋
撰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
高

　
　
宗
期
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
五
・
典
故
類
、
呂

　
　
数
祖
主
編
「
新
編
魏
徴
集
』
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
一
七
八
頁
参
照
。

（
5
0
）
　
岳
純
之
『
唐
代
官
方
史
学
研
究
』
（
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
五
四
頁
、

　
　
謝
保
成
『
階
唐
五
代
史
学
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
四
六
頁
参
照
。

（
5
1
）
　
『
旧
唐
書
』
巻
六
三
・
宇
文
士
及
伝
、
『
旧
唐
書
』
巻
六
四
・
高
祖
二
十
二
子
・
韓

　
　
王
元
嘉
伝
参
照
。

（
5
2
）
　
太
子
窟
事
の
就
任
時
期
に
つ
い
て
、
『
新
唐
書
』
巻
六
一
・
表
一
・
宰
相
上
は
、

　
　
武
徳
八
年
（
六
二
五
）
＝
月
の
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九

　
　
一
・
唐
紀
七
で
は
、
武
徳
九
年
（
六
二
六
）
六
月
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
中
書
令

　
　
の
就
任
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
二
・
太
宗
紀
上
及
び
『
資
治
通
鑑
』
巻

　
　
一
九
一
・
唐
紀
七
・
武
徳
九
年
（
六
二
六
）
参
照
。

（
5
3
）
　
『
史
通
』
内
篇
巻
七
・
曲
筆
に
は
「
自
梁
陳
已
降
、
晴
周
而
往
、
諸
史
皆
貞
観
年

　
　
中
撃
公
所
撰
、
近
古
易
悉
、
情
僑
可
求
。
至
如
朝
廷
貴
臣
、
必
父
祖
有
傳
。
考
其
行

　
　
事
、
皆
子
孫
所
爲
、
而
訪
彼
流
俗
、
詞
諸
故
老
、
事
有
不
同
、
言
多
爽
實
。
（
梁
陳

　
　
自
り
已
降
、
階
周
而
往
、
諸
史
皆
な
貞
観
年
中
、
箪
公
の
撰
す
る
所
、
近
古
は
悉
し

　
　
易
く
、
情
僑
は
求
む
べ
し
。
朝
廷
の
貴
臣
の
如
き
に
至
り
て
は
、
必
ず
父
祖
に
傳
有

　
　
り
、
其
の
行
事
を
考
う
る
に
、
皆
な
子
孫
の
爲
す
所
に
し
て
、
彼
の
流
俗
を
訪
ね
、

　
　
諸
を
故
老
に
訥
え
ば
、
事
は
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
、
言
は
多
く
實
に
爽
う
。
）
」
と
あ

　
　
り
、
唐
初
に
編
纂
さ
れ
た
正
史
史
料
に
は
、
虚
飾
が
多
く
、
朝
臣
や
撰
者
の
祖
先
に

　
　
対
し
て
曲
筆
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
劉
知
幾
撰
、
西
脇
常
記
訳
注
『
史
通
内
篇
』

　
　
（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
七
一
〇
～
七
一
二
頁
参
照
。

（
5
4
）
　
宇
文
士
及
は
太
宗
期
に
な
る
と
、
蒲
州
刺
史
・
右
衛
大
将
軍
・
殿
中
監
な
ど
朝
政

　
　
に
関
わ
ら
な
い
官
職
を
歴
任
し
た
。
宇
文
士
及
の
政
治
的
地
位
が
太
宗
期
に
低
下
し

　
　
た
た
め
、
正
史
編
纂
事
業
の
際
に
父
の
事
績
を
顕
彰
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え

　
　
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
旧
唐
書
』
巻
六
三
・
宇
文
士
及
伝
に
「
入
爲
右
衛
大
將
軍
、

　
　
甚
見
親
顧
、
毎
延
入
閤
中
、
乙
夜
方
出
。
…
…
同
列
莫
與
爲
比
。
（
入
り
て
右
衛
大

將
軍
と
爲
り
、
甚
だ
親
顧
せ
ら
れ
、
閤
中
に
延
入
す
る
こ
と
に
、
乙
夜
方
め
て
出
る
。

…
…
同
列
與
に
比
を
爲
す
な
し
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朝
政
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
太
宗
の
信
任
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
も
あ
る
。
宇
文
士
及
の
政

治
的
立
場
の
変
化
は
、
『
晴
書
』
が
宇
文
述
を
否
定
的
に
描
い
た
主
原
因
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
宇
文
士
及
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
「
宇
文
士
及
碑
」
・
『
旧
唐
書
』
巻

六
三
・
宇
文
士
及
伝
参
照
。
「
宇
文
士
及
碑
」
の
録
文
は
、
前
掲
注
（
1
6
）
『
昭
陵
碑

石
』
一
〇
九
頁
参
照
。
た
だ
し
、
「
宇
文
士
及
碑
」
は
剥
落
が
激
し
く
、
殆
ど
読
む

こ
と
が
で
き
な
い
。

【
付
記
】
　
本
稿
は
二
〇
〇
七
年
六
月
九
日
の
定
例
中
国
石
刻
文
物
研
究
会

　
　
　
で
の
研
究
発
表
（
一
部
）
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
於
明
治
大
学
）
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　　「宇文述墓誌」と『階書』宇文述伝

表1　「宇文述墓誌」と『藝文類聚』の比較

行 「宇文述墓誌」該当箇所 r藝文類聚』巻数 撰者 引用史料 参考箇所

2 昌意導其洪源 52治政部上・善政 徐陵 欧陽領徳政碑 弱水導其洪源

2 基構輪奥 45職官部1・諸王 邪子才 広平王碑 基講輪奥

3 立功庇物、執徳居宗 45職官部1・諸王 斐子野 安成康王行状 立功以庇物、執徳以居宗

3 和順内凝、英果外登 45職官部1・家宰 王倹 楮彦回碑 和順内凝、英果外嚢

4 國歩権輿…・・締構王業 46職官部2・太傅 王襲 干謹墓碑 干時王業締構、國歩樒輿

4
兵交則戦無全敵、勧義則綴負

_至
45職官部1・丞相 衰宏 桓温碑 兵交則戦無全敵、勧義則轍負雲

W
5 誕保霞和 50職官部6・刺史 播岳 楊使君碑 誕保璽和

5 含章蕊梓 50職官部6・太守 傅亮 傅府君銘 含章蕊梓

6 小善靡失、輪徳必從 45職官部1・丞相 沈約 豫章文憲王碑 小善靡失、輯徳必從

6 訓義於物、復禮干己 47職官部3・司徒 傅亮 劉穆之碑 訓懐於物、復禮干己

6 履行則爲模楷、吐言皆成隠括 50職官部6・刺史 溜尼 楊恭侯碑 履行則爲模楷、吐言則成隠括

7 雲虚景曖、岳秀川淳 45職官部1・諸王 沈約 臨川王行状 雲虚景曖、岳秀川淳

7 乗世載之芳流 50職官部6・太守 傅亮 傅府君銘 承世徳之芳流

7 挺當世之殊量 50職官部6・刺史 溜尼 楊恭侯碑 挺高世之殊量

8 正而不毅、諌而不犯 45職官部1・縛載 衰宏 三国名臣賛 諌而不犯、正而不殿

8 出則勤功、入能替否 45職官部1・縮載 衰宏 三国名臣賛 出能勤功、入亦献替

9 忠篤簡干帝心、明允著於所苞 45職官部1・家宰 孫緯 郡竪碑 篤誠簡干帝心、明允著子葎政

9 峰候相望 80火部・峰燧 甘氏 天文占 輝候相望

9 塁結四郊 48職官部4・侍中 傅亮 王公碑 璽結四郊

9 勤鍛長棘 11帝王部・総載帝王 陸機 辮亡論 長棘動鍛

11 料敵制勝 59武部・戦伐 揚雄 趙充国頒 料敵制勝

13 忘己慮務 45職官部1・丞相 衰宏 桓温碑 忘己慮務

13 臨疑不惑 50職官部6・刺史 溜尼 楊恭侯碑 臨疑不惑

互3 外身崇物、菲躬厚人 50職官部6・令長 孫緯 孔松楊象賛 外身崇物、非躬厚人

13 宅山川於懐抱、廻風糊於襟袖 45職官部1・丞相 沈約 豫章文憲王碑 逼風瓠於襟袖、宅山川於懐抱

13
士卒忘水火之難、小大執不二

V心
45職官部1・丞相 簡文帝 宣武王北涼州廟碑 士卒忘水火之難、・…小大一死

ｶ之志

14 凌瞼若夷 47職官部3・司徒 傅亮 劉穆之碑 視瞼若夷

14 薄伐專征 47職官部3・儀同 江総 瀟公謝儀同表 薄伐專征

15 弘裕足以容衆、衿嚴足以軌物 49職官部5・鴻腫 郡郷淳 鍾紀碑銘 弘裕足以容衆、衿嚴足以正世

15 虜泰愈約、道濟不有 45職官部1・丞相 衰宏 桓温碑 道濟而不有、慮泰而遽約

16 杖清静以臨民、施仁義以納物 50職官部6・刺史 票匿 庚侯碑 杖沖艀以臨民、施仁義以接物

16 美化行乎江漢、明略被於南國 50職官部6・刺史 溜岳 楊使君碑 宏略被干南國、美化行乎江漢

16 所居稠治、所去見思 45職官部1・諸王 斐子野 安成康王行状 所去見思、所居構治

17 立事立言 46職官部2・太尉 邪子才 韓公墓誌銘 立事立言

17 文武是経、才行閾茂 50職官部6・太守 傅玄 江夏任君銘 才行聞茂、文武是経

18 杖武乗邊、申威河外 46職官部2・太保 王襲 陸逞碑 杖武乗邊……申威河外

19 運用無方、動囁群會 45職官部1・纏載 衰宏 三国名臣賛 運用無功、勲囁i肇會

20 丹魔所指 45職官部1・相国 成公綬 宣文侯司馬公諌 丹鷹所指
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20 招携以禮 50職官部6・刺史 王隠 晋書 招播以禮

21 抑推前典 48職官部4・僕射 沈約 譲僕射表 抑推前典

25 遺種遠跡、萬里無姻 50職官部6・太守 孫楚 牽府君碑 遺種遠跡、萬里無煙

25 廻累棊之危、成維山之固 47職官部3・司徒 傅亮 劉穆之碑 廻累棊之危、成維山之固

26 王綱弛素 11帝王部・絡載 陸機 辮亡論 皇綱弛棄

26 人情彼此、盤爲敵國 50職官部6・刺史 劉孝儀 李揚州舅譲表 人心彼此、壷爲敵國

27 與善嚢懸 46職官部2・太尉 沈約 徐公墓誌 與善蓑慮

31 斧藻仁義 46職官部2・太保 王褒 尉遅綱碑 斧藻仁義

31 持盈守謙 47職官部3・大司馬 杜篤 呉漢諌 持盈守虚

31 御煩以寡 47職官部3・司空 劉孝紳 安成康王碑銘 禦煩以寡

31 賞不僑親、刑不濫疏 50職官部6・令長 江偉 傅渾頒 刑不濫躁、賞不循親

31 爲政以恵、導民在簡 45職官部1・丞相 陸機 丞相箴 夫導民在簡、爲政以仁

32 他人之善、若己有之 45職官部1・諸王 任防 蒲子良行状 他人之善、若己有之

32 人玩其華、公饅其實 47職官部3・大司馬 陸機 陸抗諌 人玩其華、鮮識其實

32 通無異言、遠無異望 45職官部1・家宰 王倹 楮彦回碑 遍無異言、遠無異望

33 固可以方駕五臣、齊鑛八凱 47職官部3・司空 沈約 柳世隆行状 固可以齊衡八凱、方駕五臣

35 休有烈光 15后妃部・后妃 左九嫉 元皇后楊氏諌 休有烈光

36 爲龍爲光 58雑文部・書 元帝 答劉縮求述制旨義 爲龍爲光

36 幼挺珪璋 47職官部3・司空 沈約 柳世隆行状 幼挺珪璋

36 深身浴徳 37人部21・隠逸下 沈約 謝斉寛陵王教撰高

m伝啓
操身浴徳

36 玉質金相 21人部5・性命 劉孝標 辮命論 玉質金相

37 終始自結 47職官部3・大司馬 陸機 陸抗諌 終始自結

39 春秋迭代 34人部18・哀傷 庚信 哀江南賦 春秋迭代

（24）



「宇文述墓誌」と『晴書』宇文述伝

　表2　正史と墓誌の記述の違い

王朝 西　暦 『晴書』宇文述伝 宇文述墓誌

西魏 大統13（547） 誕生（没年・享年から逆算）

保定～天和 開府儀同三司で釈褐

保定～天和 家宰（宇文護）親信

建徳元（572） 左宮伯

建徳3（574） 宮伯・大司衛
北
　
　
　
周
この頃 北斉進攻に功績。大将軍・漢陽郡公。

建徳4（575） 大司御

時期不明 英果中大夫・博陵郡公。撲陽郡公に改封。

大象2（580） 尉遅廻の乱発生。行軍総管として活躍。上柱国・褒国公。

開皇元（581） 右衛大将軍 右武衛将軍

開皇8（588） 陳平定。行軍総管として活躍 陳平定。水軍総管。高穎と軍事を統括。

開皇9（589） 瀟巌の抵抗鎮圧。安州総管。

開皇12（592）頃 楊広の信任を得て、寿州総管就任。以後、楊

Lの立太子を目指す。

寿州総管

階
　
文
　
帝

開皇19（599） 楊広の命で、子の士及に楊広の娘降嫁。

鮪條冾ﾍ「馬称心墓誌」によって判明。

文帝の命で、子の士及に楊広の娘降嫁。

鮪條冾ﾍ「馬称心墓誌」によって判明。

開皇19（599） 楊広、突蕨攻撃。述、長史となる。

開皇20（600）4月 楊広、突蕨攻撃（『階』2）。

哩F文述が参加した記録はない

同年11月 楊広、皇太子となる。太子左衛率就任。

仁寿元（601） 太子左衛率

大業元（605） 左衛大将軍・許国公

大業3（606）4月 左衛大将軍を左蜴衛大将軍に改称（『通鑑』
P80）。

大業3（607） 述、吐谷渾攻撃。

同年 開府儀同三司拝受 開府儀同三司拝受。左衛大将軍就任。

大業4（608）7月 述、吐谷渾撃破（『階』3）。

大業5（609）5月 場帝、西巡。述、吐谷渾を撃退（『階』3）。

この頃 蘇威らと朝政に参与。「五貴」と称される。

｡収賄によって朋党形成。

政事に関与
隔
　
蝪
　
帝

大業6（610） 江都で水軍訓練

大業8（612） 高句麗遠征。述の軍敗退し、除名。 高句麗遠征。述、軍を全うして帰還。

大業9（613） 述、復官し、高句麗遠征に参加。楊玄感の叛

崇ﾁ圧。

大業11（615） 突豚が雁門で場帝を包囲。述、突破を進言し、

ｳ謀な策として止められる。

突蕨が雁門で場帝を包囲。述、突厭を撃退。

大業12（616）10月 江都で死去。司徒・尚書令などを贈官。

大業13（617）9月 江都で死去。享年71。司徒・尚書令などを贈官。

大業14（618）3月 宇文化及、場帝を斌殺。秦王浩を擁立。大丞
鰍�ﾌす。（『階』4・『階』85）

武徳元（618）9月 化及、皇帝を称し、許を建国。（『通鑑』186）

武徳2（619）2月 化及、敗死。士及、唐に降伏。（『通鑑』187）

唐
　
高
　
祖

武徳年間 士及の妹、高祖の昭儀となり、皇后に推され

驍煬ﾅ辞。士及、宋金剛・王世充・蜜建徳の

ｽ定に功績。天策府司馬。中書侍郎・検校侍
?��C。（r旧』63）

士及、天策府長史・中書侍郎となる。

武徳年間 述に司空・上柱国・許国公を贈官。

武徳8（625）10月 雍州雲陽県に改葬。「墓誌」作成。

武徳9（626）6月 士及、玄武門の変に参与。太子態事となる。
ir通鑑』191）

同年7月 士及、中書令就任。（『旧』2・『通鑑』191）

［凡例］　史料の略記号：『周』；『周書』、『晴』＝『階書』、『旧』＝『旧唐書』、『通鑑』＝『資治通鑑』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）



会田　大輔

Yu－wen　Shu宇文述’s　Epitaph　and　his　Biography　in　Sui　shu　Wa書：

　　　　　　The　Comparison　of　his　Portrayal　between　the　Epitaph　and　Official　History

AIDA　Daisuke

　　　　Sui　ruler　Yang　Di　a帝was　a　renowned　tyrant，　and　scrupulous　accounts　of　his　despot－

ism　are　found　in　the　Sui　shu．　However，　studies　have　long　pointed　out　that　records　in　Sui

shu　deliberately　emphasizes　Yang　Di’s　tyranny，　and　attempts　are　being　made　in　recent

studies　to　recapture　the　historical　actualities　of　his　rule．　As　a　result，　in　the　field　of　political

history，　studies　have　confirmed　that　during　Yang　Di’s　rule，　bureaucrats　with　Southern

Dynasties　or　Northern　Qi斉origin　were　favored，．while　policies　were　executed　which

strived　to　rid　Northern　Zhou　influence　and　to　keep　the　warlords（wu・ren武人）from　gain－

1ng　power．

　　　Of　the　five　subjects　esteemed　highly　by　Yang　di　or　the　wu　gui五貴，　Yu－wen　Shu　was

the　only　one　with　a　Northern　Zhou　origin　and　a　military　background．　Yu－wen　Shu　endeav－

ored　to　establish　Yang　Guang楊広（later　Yang　di）as　the　crown　prince，　and　once　Yang　Di

ascended　to　the　throne，　gained　his　utmost　trust　and　came　to　run　the　state　affairs．　Although

the　Sui　shu　has　the　tendency　to　depict　Yu・wen　Shu　as　a　corrupt　adulator，　one　suspect　that

there　may　have　been　some　concrete　conditions　that　made　it　possible　for　him　to　stay　at　the

center　of　state　affairs，　despite　his　Northern　Zhou　non－Han　origin　and　military　background．

　　　Thus　far，　in　order　to　study　the　life　events　of　Yu－wen　Shu，　there　had　been　no　choice　but

to　depend　on　the　accounts　in　the　Sui　shu，　compiled　by　the　Tang　dynasty．　However，　the

recent　discovery　of　Yu－wen　Shu’sepitaph，　completed　on　the　eighth　year　of　Wu　de武徳（636

A．D．），　made　it　possible　to　relativize　the　portrayal　in　the　official　history．

　　　As　the　necessary　step　in　reconsidering　Yu－wen　Shu’s　political　standpoint，　this　paper

attempted　a　thorough　comparison　between　the　portrayals　in　Yu－wen　Shu’s　epigraph　and

the　Sui　shu，　and　analyzed　the　epitaph’s　presentation　of　Yu－wen　Shu．　As　a　result，　it　became

evident　that　the　epitaph　endeavors　to　make　it　seem　as　if　there　was　little　relationship　be－

tween　Yu－wen　Shu　and　Yang　di，　meanwhile　emphasizing　Yu－wen　Shu’s　military　achieve－

ments　and　presenting　him　as　the　great　general　who　served　with　utmost　loyalty　to　the　Sui

dynasty．　Considering　that　elements　in　the　epitaph　suggest　glorification　of　Yu－wen　shu’s

achievements，　the　depiction　in　the　Sui　shu　may　bear　closer　resemblance　to　the　truth．

Despite　the　fact　that　Yu－wen　Shu’s　son　Shi　ji士及served　the　Tang　government　in　many

high　ranking　posts，　the　portrayal　of　Yu－wen　Shu　in　the　Sui　shu　does　not　reflect　at　all　that

in　the　epitaph．　However，　according　to　the　epitaph，　during　the　period　from　the　end　of

Northern　Zhou　to　early　Sui，　Yu－wen　Shu　served　in　various　positions　related　to　the　imperial

guard（ブin　wei禁衛）．　Thus，　this　paper　will　suggest　the　possibility　that　behind　Yu－wen

Shu’s　great　power　was　the　influence　he　had　obtained　since　Northern　Zhou，　over　the　impe－

rial　guard．

Keywords：Yu－wen　Shu，　Yang　di，　epitaph，　Sui　shu，　historical　portrayal
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